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月号
組合員………………………33,353人
出資金高……… 1,667,753,100円
平均出資金額………………50,003円
機関紙手配り協力員数…… 1,893人
手配り配布数………………12,458部
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新型コロナウイルス感染症に対する院内感染予防強化のため、
受診の際には患者さま（付き添いの方も含め）各自お家での検温と
問診票記入をお願いしております。また、マスクの着用にご協力く
ださい。お手数をおかけいたしますが、ご理解とご協力をいただき
ますようお願いいたします。

2 0 2 3年3月

松江市西津田8-8-8

※ 救急指定病院です。
　 急患の方は、お申し出ください。24時間体制です。

※ 健診は予約制で行っています。予約は電話でできます。
　 予約時間は、午前10：00～12：00、午後1：00～4：00。
※ 土曜日は第2、4の午前のみ行っています。
 

月
○
○

火
○

水
○
○

木
○
○

金
○
○

土
○午　前

午　後

松江市西津田7-14-21 ふれあい健康センター2階

○診療／15：00～　○受付／14：30～16：30

耳 鼻 科 仙 田 仙 田
月 金

専 門 外 来
大 腸 肛 門
ス ト ー マ
血 管

曜　日
月

第２水・第４水
水

受 付 時 間
8：00～11：00

完全予約制
8：00～11：00

（ふれあい診療所3階）

○診療／9：00～ ○受付 予　約／8：00～12：00（水曜は　～11：30）
予約外／8：00～11：00（水曜は　～10：30）

戸 田 戸 田 戸 田 戸 田 大学医師 戸 田
月 火 水 木 金 土

戸 田 戸 田 河 野 大学医師

○診療／14：00～（木曜日除く）　13：00（木曜日）

○受付 予　約／13：30～15：30
予約外／13：30～15：00（木曜日除く）　13：00～14：30（木曜日）

月 火 水 木 金

○受付／16：30～18：00○診療／17：00～戸 田
火

火　曜　日 内　　科脳神経内科 整形外科

内 科
循  環  器
不  整  脈

濵　　田 眞　　木 カ黒 谷

脳 神 経 内 科 大 田 誠

鈴木・越田

月 火 水 木

大　　西
池田（第1・3・5）、

（松江医療センター）

消 化 器

呼 吸 器

メンタルヘルス科 富　　 澤

金

腎・透 析 科 大 学

眞木高（第3）

○受付　予　約／8：00～12：00
　　　　予約外／8：00～11：00

○診療／9：00～

火月 水 木 金 土

午前
午後
夜間

9：00～12：30（月～土）
14：00～16：30（月～金）
17：00～19：00（月・火）

松江市西津田7-14-21 ふれあい健康センター1階

※ 予約診療を行っています。予約は電話でもできます。
※ 痛みがひどいときは、電話でご相談ください。
※ 土曜日診療は第2、4、5土曜日の午前のみ行っています。
※ 矯正は第3月曜日で完全予約制です。

※ 月曜日の夕方診療は16：00～17：30です。
※ 第1、3、5土曜日は休診です。
※ デイサービス・居宅介護支援事業所を併設しています。

予 約 時 間

松江市西津田7-14-21　ふれあい健康センター1～3階

フリーダイヤル

平日

第2・4土曜日

8：00～17：00

8：00～12：00

ふ れ あ い み れ よ

※健診の予約は健診センターへ。

東出雲町揖屋1137-1

受付時間

8：30～12：00

月 火 水 木 金

濵　田　 吉岡（整形）
（第2・4）

仲　田
（第1・3）

濵　田
（第2・4）濵　田　 千　代

土

※脳神経内科：新患対応が可能な日は、火曜日、木曜日のみとなります。
ご了承ください。

※メンタルヘルス科に初めて受診を希望される方は、予約専用電話にお問い
合わせ下さい。

※火曜日、木曜日整形の受付は10時まで。

福 田 角 田

大 野
数 森

眞 木 高

眞 木 薫

内 田
佐 藤
山 本

仙 田

塩 野

宮 廻

髙 濱
吉 岡
嘉 本

大 西

交 代 制

仙 田

第2 鈴木・宮廻

第4 越田・鈴木
山下

塩 野

眞 木 薫 眞 木 薫
仲 田

大 西

吉 岡
榎田（大学）

福 田

山 下

宮 廻

内 田
　 橘 　
横 山

大 田 誠 大 田 誠
大田誠

仙 田

池 原

髙 濱
二 宮
嘉 本

眞 木 高
山 下

松 本

大 西

眞 木 薫

交 代 制

美 津 島

仙 田

大学医師

田 中

富 澤

鈴 木

池 原

※受付10時まで

（第1・3）
（再診のみ）

※受付10時まで

※受付10時まで ※受付10時まで
（第2）

（奇数月）

（第2のみ）

髙 濱
二 宮

大 野

大 西 角 田

越 田
山 下

鈴 木
（第 1・3）

柴 田

眞 木 薫

交 代 制

塩 野

大学医師
仙 田

大学医師

平
仲 田

佐 藤
山 本
横 山

二 宮
嘉 本

数 森

宮 廻

塩 野

美 津 島

仙 田

大学医師

（第2のみ）

中 村

内科

腎・透析科

メンタルヘルス科

放 射 線 科

脳 神 経 内 科 （再診のみ）

（宮廻は奇数月のみ）

新患

新患

新患

消化器
内科

循環器
内科

整 形 外 科

外 科

脳 神 経 外 科

耳 鼻 咽 喉 科

泌 尿 器 科

皮 ふ 科

眼 科

予約

予約

予約

《診療予約専用電話》

完全予約制

完全予約制

完全予約制

完全予約制

完全予約制

受診時の
お願い

都合により、診療体制の変更もありますのでご了承ください。

・電話や来院による診療科の予約ができます。新患の方は、ご相談ください。
・予約済の方は、診療所1階の再来受付機で受付してから各科にお回りください。
・来院時には「プラスチックの診察券」をお持ちの方はご持参ください。
・初診時、又は月に一度は必ず「保険証」をお持ちください。
・お問い合わせは☎0852（23）1111までご連絡下さい。
・ホームページ httpｓ://www.matsue-seikyo.jp/　スマートフォン用サイトはこちらから↑

第1・第3・第5土曜日は、休診です。

だ ん だ ん
お疲れさまでした

が参加！が参加！1万1154人1万1154人
健康チャレンジから12の班が誕生し、14の班が活動を再開！

2022年度

健康チャレンジ

2022年度

健康チャレンジ

きっずチャレンジからきっずチャレンジから
「洗たくものをたたむ」　●11さい　男の子
タオルだけじゃなくて、洋服までたためるようになった
ので、全部の服もたためるようになりたいです。

「あいうべ体操、片足立ちを続ける」
今回はかなり頑張りました！食べ物をよく噛む習慣はか
なり意識しました。あいうべ体操も、片足立ちも今後継
続して頑張ろうと思っています。

「断酒にチャレンジ」
夜になると習慣で飲みたくなりました。初
めの４、５日は欲しかったけど、これも習慣
になったら、さほど欲しくもなく、２ヶ月頑
張れました。その結果、夜中熟睡して、トイ
レにも行かなくなりました。

ほとんどの洗濯物を頼まなくてもやってくれるようにな
り、家族も多く、洗濯物の量も多いのでとても助かりま
した。

給食や家で食べたことがある食材の野菜がこんな形
してたのか？この色だったの？とおどろいていました。
買ってきたものをあまり見る機会がないので、また見
せてあげたいと思いました。収穫時期や産地のクイズ
などして楽しみました。

「やさいをしらべる」　●８さい　女の子
９月のきゅうしょくで出るやさいをしらべました。３～
５群で色分けして、たくさんの食材がでることが分か
りました。

　今回で17回目となる「健康チャレンジ」は、今年も
１万人を超える参加者となりました。コロナ禍の中、
人と人とのつながりが重要である事に気付かされまし
た。
　「きっずチャレンジ」も112団体、過去最高の参加と
なりました。学校の方から進んで参加して下さったり、
依頼を心よく受けて下さるなど広がりが見られまし
た。子ども達からお家の方への発信もあり家族での参
加が増え、子育て応援ツールとして定着してきていま
す。
　「仲間でチャレンジ」は843グループ!これも過去
最高の参加者となりました。このチャレンジを通して
12の新班とお休みをしていた14班が復活しました。
　コロナ禍の中ですが、チャレンジがきっかけでつな
がった班や支部活動などが益々活発になり、皆さんの
楽しい集いや笑顔がもどってくることを願っています。

健康チャレンジ実行委員長　出雲明美

おうちの方より
おうちの方より

大人のチャレンジから大人のチャレンジから当日は検温、マスク着用で
ご参加下さい。
体調が悪い場合はご遠慮下さい。
新型コロナウイルス感染拡大により
中止する場合もあります。

日　時 4月10日（月）
13:30～15:00

場　所 松江テルサ
1Fテルサホール

内　容 支部表彰 他

2022年度
組合員活動交流会の

ご案内

2022年度
組合員活動交流会の

ご案内

仲間チャレンジをきっかけに新しくできた班12班
活動を再開した復活班14班

2022年度

参加グループ数

参加人数（人）

きっず参加者数（人）

家族参加者数（人）

配布団体数

参加総数（人）

仲間で
チャレンジ

きっず
チャレンジ

2021年度

11,154

843

3,178

3,476

2,844

112

10,663

756

2,900

3,326

2,512

105

参加者の感想

支部のみんなが班会再開を後押し！ やっぱり班会はいいもんだ～♪

みんなでやりたいことを出しあっています！！

八束支部　きもっ玉班八束支部　きもっ玉班 法吉支部　きずな班法吉支部　きずな班

雑賀支部　ひまわり班雑賀支部　ひまわり班
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安来
第1支部
第2支部

2/2

　
一
月
十
日
の
班
会
は
、
昨
年
十

二
月
の
班
会
で
「
家
族
が
介
護

認
定
を
受
け
利
用
し
て
い
る
が
、

再
調
査
を
受
け
要
支
援
に
な
り

大
変
困
っ
て
い
る
。
病
状
は
全
く

変
わ
り
な
い
の
に
」
と
話
さ
れ
、

他
人
事
で
は
な
い
と
生
協
学
園

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
ケ
ア
マ
ネ
さ

ん
よ
り
「
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

た
め
に
」
の
資
料
に
基
づ
き
沢
山

の
事
を
学
び
ま
し
た
。
認
定
調

査
は
、
ど
れ
だ
け
そ
の
人
に
手
間

が
か
か
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い

る
。
介
護
す
る
人
と
受
け
る
人

が
違
う
事
を
い
っ
た
り
す
る
事

は
よ
く
あ
る
様
だ
。
と
か
く
受

け
る
人
は
が
ん
ば
っ
て
自
分
が

出
来
る
と
話
す
事
も
。
介
護
者

は
日
頃
の
様
子
を
記
録
し
て
お

く
事
も
大
切
。
困
っ
た
ら
ケ
ア

マ
ネ
さ
ん
に
常
に
相
談
。
保
険

料
を
長
い
間
払
い
続
け
、
い
ざ

利
用
す
る
段
階
に
な
る
と
利
用

し
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
。
物
事
に

関
心
を
持
ち
疑
問
を
持
つ
事
は

大
人
に
な
っ
て
も
大
切
な
事
と

思
い
ま
し
た
。
生
活
機
能
を
低

下
さ
せ
な
い
日
頃
の
努
力
が
一

番
。
班
会
に
参
加
し
、
人
と
の
触

れ
合
い
が
ど
れ
ほ
ど
大
切
な
事

か
、
再
認
識
出
来
た
年
始
め
の

班
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
多
久
和
昭
代
）

　
一
生
の
う
ち
二
人
に
一
人
は

「
が
ん
」
に
か
か
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
高
齢
化
に
伴
っ
て

近
年
大
腸
が
ん
に
か
か
る
人
が

増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。
　
　

　
2
0
1
9
年
の
デ
ー
タ
で
は

1
年
間
に
約
15
万
人
の
人
が
大

腸
が
ん
と
診
断
さ
れ
て
い
ま
す

（※

1
）。一
生
の
う
ち
男
性
の
お

よ
そ
10
人
に
1
人
、
女
性
の
お

よ
そ
12
人
に
1
人
が
大
腸
が
ん

　
大
腸
が
ん
検
診
の
受
診
率
は

全
国
平
均
で
2
0
1
0
年
に
は

26
％
で
し
た
が
、
2
0
1
9
年
に

は
44
％
に
増
加
し
て
き
て
い
ま

す
（
図
1
）。
島
根
県
で
は
全
国

平
均
を
わ
ず
か
に
上
回
っ
て
お

り
2
0
1
9
年
に
49
％
で
し
た
。

中
国
地
方
の
近
隣
県
で
は
山
口

県
で
最
も
低
く
35
％
で
し
た
。

そ
の
他
の
県
で
も
低
い
傾
向
に

あ
り
、
中
国
地
方
の
い
ず
れ
の

県
で
も
厚
生
労
働
省
が
掲
げ
る

目
標
の
50
％
を
下
回
っ
て
い
る
の

が
現
状
で
す
（
図
2
）。一
方
、

最
も
受
診
率
が
高
い
山
形
県
で

は
既
に
今
後
の
目
標
と
さ
れ
る

60
％
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

男
女
別
の
大
腸
が
ん
検
診
の
受

診
率
は
全
国
平
均
、
島
根
県
と

も
に
女
性
で
低
い
傾
向
に
あ
り

ま
す
（
図
3
）。
女
性
の
が
ん
に

よ
る
死
亡
原
因
の
ト
ッ
プ
は
大

腸
が
ん
で
す
の
で
、
女
性
に
も

積
極
的
に
大
腸
が
ん
検
診
を
受

け
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
大
腸
が
ん
検
診
で
異
常
が
指

摘
さ
れ
た
場
合
は
医
療
機
関
で

精
密
検
査
を
受
診
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
本
来
、
精
密
検
査
の

受
診
率
は
1
0
0
％
で
あ
る
べ

き
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
最
も

精
密
検
査
の
受
診
率
が
高
い
滋

賀
県
で
も
目
標
値
で
あ
る
90
％

に
は
達
し
て
い
ま
せ
ん
。
近
隣
県

で
は
鳥
取
県
で
や
や
高
い
受
診

率
を
示
し
て
い
る
も
の
の
、
島
根

県
は
全
国
平
均
と
ほ
ぼ
同
等
で

70
％
台
と
い
う
低
い
水
準
で
す

（
図
4
）。
せ
っ
か
く
検
診
で
異
常

が
指
摘
さ
れ
て
も
精
密
検
査
を

受
け
な
け
れ
ば
、
本
来
見
つ
か

る
は
ず
の
大
腸
が
ん
を
見
過
ご

す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
島
根
県
の
大
腸
が
ん
検
診
の

受
診
者
数
は
2
0
1
7
年
に
約

15
万
人
（
1
5
1
7
9
3
人
）
で

し
た
（※

2
）。
大
腸
が
ん
検
診

を
き
っ
か
け
に
診
断
さ
れ
た
大

腸
が
ん
の
患
者
数
に
つ
い
て
の

島
根
県
の
具
体
的
な
デ
ー
タ
を

持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
の
で
推

定
し
て
み
ま
す
。
2
0
1
9
年
の

デ
ー
タ
で
は
島
根
県
で
は
精
密

検
査
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
人

の
割
合
が
約
７
％
弱
（※

1
）
で

す
。
約
15
万
人
が
大
腸
癌
検
診

を
受
診
し
て
い
る
の
で
約
1
万

人
で
精
密
検
査
が
必
要
と
判
断

さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
陽
性

反
応
的
中
度
（
要
精
密
検
査
と

判
断
さ
れ
た
な
か
で
、
が
ん
が

見
つ
か
っ
た
割
合
）
が
約
3
％

（※

1
）
で
す
の
で
、
約
3
0
0

人
で
大
腸
が
ん
が
見
つ
か
っ
た

と
い
う
計
算
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

は
大
腸
が
ん
検
診
受
診
者
全
体

の
が
ん
発
見
率
が
約
0.2
％
あ
ま

り
（※

1
）
で
あ
る
こ
と
に
合
致

し
ま
す
。
先
に
述
べ
ま
し
た
よ
う

に
島
根
県
で
は
1
年
間
に
約

1
0
0
0
人
の
大
腸
が
ん
が
見

つ
か
っ
て
い
ま
す
の
で
、
約
3
割

の
大
腸
が
ん
が
検
診
を
き
っ
か

け
に
見
つ
か
っ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
大
腸
が
ん
検
診

が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
を
示

す
数
字
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
さ

ら
に
大
腸
が
ん
検
診
の
受
診
率

を
50
％
か
ら
60
％
に
増
や
す
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
さ
ら
に
60
人

で
大
腸
が
ん
を
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
一
方
、
精
密
検
査
を
受
け
た
人

が
約
73
％
（※

1
）
で
す
の
で
約

7
0
0
0
人
が
精
密
検
査
を
受

け
、
約
3
0
0
0
人
が
精
密
検

査
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。
割
合
か
ら
推
定
す

る
と
精
密
検
査
を
受
け
て
い
な

か
っ
た
人
の
な
か
に
約
1
0
0
人

の
大
腸
が
ん
の
人
が
隠
れ
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
後
に

進
行
し
た
状
態
で
大
腸
が
ん
が

見
つ
か
っ
て
、「
あ
の
時
に
精
密

検
査
を
受
け
て
い
れ
ば…

」
と
い

う
こ
と
が
無
い
よ
う
に
「
要
精

密
検
査
」
と
な
っ
た
場
合
に
は
必

ず
精
密
検
査
を
受
け
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。（4

月
号
に
続
く
）

楽
し
く
元
気
に
！菅

野
恭
子
さ
ん

　　
私
は
退
職
し
た
夫
と
共
に
、
私
も

２
年
早
く
退
職
し
て
兵
庫
県
明
石
市

か
ら
松
江
市
宍
道
町
へ
Ｉ
タ
ー
ン
し

ま
し
た
。
20
年
余
り
前
の
事
で
す
。

「
松
江
に
も
生
協
の
病
院
が
あ
る

よ
。」
と
神
戸
医
療
生
協
で
が
ん
ば
っ

て
い
る
友
人
が
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
治
療
中
だ
っ
た
の
で
す
ぐ
受
診

し
て
安
心
し
ま
し
た
。
明
石
で
の
生

協
と
の
お
つ
き
合
い
は
、
出
資
金
の

協
力
を
す
る
位
で
し
た
。

　「
宍
道
に
支
部
を
つ
く
り
ま
せ
ん

か
」
地
域
担
当
課
の
方
の
呼
び
か
け

が
、
松
江
生
協
と
の
お
つ
き
合
い
の

は
じ
ま
り
で
し
た
。
あ
れ
こ
れ
大
変

で
し
た
が
、
あ
た
た
か
い
協
力
の
お

か
げ
で
支
部
が
生
ま
れ
た
時
は
、
本

当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
そ
の
後

活
動
の
輪
が
少
し
ず
つ
広
が
り
班
も

生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
支
部
の

活
動
と
し
て
、
保
健
大
学
、
青
空
健

康
チ
ェ
ッ
ク
、
お
で
か
け
交
流
会
な

ど
、
知
恵
と
力
を
出
し
合
っ
て
楽
し

く
取
り
組
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
〝
地
域
ま
る
ご
と
健
康
づ
く
り
〞

を
モ
ッ
ト
ー
に
み
ん
な
と
力
を
合
わ

せ
て
、
楽
し
く
元
気
に
活
動
で
き
る

と
い
い
な
あ
と
願
っ
て
い
る
こ
の
頃

で
す
。

生
協
は
最
後
の
砦

ア
ン
パ
ン
マ
ン
さ
ん

　　
ず
っ
と
以
前
９
号
線
沿
い
に
生
協

が
あ
っ
た
頃
日
赤
に
通
院
し
て
い
た

が
、
半
日
休
暇
を
取
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
友
人
か
ら
生
協
な
ら
夕
方

診
療
を
し
て
い
る
と
聞
き
、
生
協
に

通
院
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
耳
鼻
科
医
院
に
も
ず
っ
と

通
院
し
て
い
た
が
、
臭
い
が
わ
か
ら

な
く
な
っ
た
。
退
職
後
生
協
の
耳
鼻

科
に
行
っ
た
ら
、
こ
れ
は
継
続
し
て

使
っ
た
ら
い
け
な
い
薬
だ
と
点
鼻
薬

に
変
更
し
処
方
さ
れ
た
。
何
と
こ
れ

が
よ
く
効
き
半
年
に
1
回
通
院
す
れ

ば
良
く
な
っ
た
。

　
ま
た
、
叔
父
さ
ん
夫
婦
に
は
子
ど

も
が
な
く
世
話
を
し
見
送
っ
た
が
、

二
人
と
も
生
協
と
介
護
施
設
・
虹
に

お
世
話
に
な
っ
た
。
病
院
と
虹
が
連

動
し
て
い
る
の
で
本
当
に
助
か
っ

た
。
最
近
は
入
院
1
カ
月
を
過
ぎ
る

と
追
い
出
し
に
か
か
る
が
生
協
は
そ

ん
な
こ
と
も
な
か
っ
た
。
ま
さ
に「
生

協
は
最
後
の
砦
」
で
あ
る
。
以
後
、

友
人
に
も
生
協
を
勧
め
て
い
る
。
コ

ロ
ナ
禍
で
病
院
は
大
変
な
の
で
増
資

も
続
け
て
い
る
。

今
日
こ
の
頃

木
次
の
荒
木
さ
ん

　　
30
年
近
く
昔
、
そ
れ
迄
も
自
分
の

病
気
等
で
は
お
世
話
に
な
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
子
ど
も
の
出
生
を
機
に

「
生
協
組
合
員
」
と
い
う
仕
組
み
を

知
り
組
合
員
に
な
っ
て
以
来
の
お
付

き
合
い
と
な
り
ま
す
。

　
二
人
の
息
子
は
生
協
病
院
で
生
ま

れ
ま
し
た
。

　
一
人
目
の
時
は
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
片

手
に
分
娩
室
の
出
産
に
立
ち
会
っ
た

事
、
二
人
目
は
元
気
が
良
過
ぎ
て
予

定
日
よ
り
早
く
出
て
き
た
事
を
懐
か

し
く
思
い
出
し
ま
す
。

　
そ
ん
な
息
子
達
も
今
は
立
派
に
成

長
し
、
二
人
と
も
大
学
の
医
療
系
学

部
に
在
籍
し
て
お
り
、
何
か
し
ら
縁

を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

ご
縁

兵
庫
の
ば
あ
ば
さ
ん

　　
二
〇
二
三
年
の
新
年
を
迎
え
、
月

刊
「
強
い
体
」
を
読
み
な
が
ら
健
康

で
あ
る
こ
と
の
幸
せ
を
か
み
し
め
て

い
ま
す
。

　
二
〇
一
四
年
の
年
末
に
突
然
嘔
吐

し
、
姉
に
否
応
な
く
松
江
生
協
病
院

に
連
れ
て
行
か
れ
ま
し
た
。
次
の
日

に
は
入
院
す
る
こ
と
に
な
り
不
安
の

中
静
か
な
病
院
で
年
を
越
し
ま
し

た
。
常
々
健
康
だ
と
思
っ
て
生
活
し

て
い
ま
し
た
が
、
病
気
が
見
つ
か
り

転
院
、
転
院
し
二
〇
一
五
年
に
県
外

で
三
度
の
手
術
を
受
け
一
年
間
の
三

分
の
一
日
近
く
入
院
し
ま
し
た
。
あ

れ
か
ら
七
年
、
経
過
観
察
の
た
め
の

通
院
は
し
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
て

元
気
で
い
ら
れ
る
の
は
、
生
協
病
院

の
先
生
に
病
気
を
見
つ
け
て
い
た
だ

い
た
か
ら
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
あ
の
日
病
院
に
行
っ
て

な
け
れ
ば
、
ど
う
な
っ
て
い
た
か
と

思
う
と
今
だ
に
怖
く
な
り
ま
す
。

　
昨
年
姉
の
薦
め
で
、
県
外
で
は
あ

り
ま
す
が
生
協
の
会
員
に
加
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
集
ま
り
は
皆
さ
ん

和
気
あ
い
あ
い
で
、
と
て
も
楽
し
い

一
時
を
過
ご
さ
せ
て
下
さ
い
ま
し

た
。
目
に
は
見
え
ま
せ
ん
が
、
御
縁

が
あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
感
謝

を
お
伝
え
す
る
と
共
に
、
こ
れ
か
ら

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

と
診
断
さ
れ
て
い
ま
す
（※

1
）。

　
島
根
県
で
大
腸
が
ん
と
診
断

さ
れ
た
人
は
2
0
1
9
年
の
１

年
間
に
男
性
が
5
4
6
人
、
女
性

が
4
7
7
人
の
合
計
1
0
2
3
人

で
し
た（※

1
）。
島
根
県
で「
毎

年
約
1
0
0
0
人
」
と
言
わ
れ

る
と
ビ
ッ
ク
リ
す
る
数
だ
と
思

い
ま
す
。

　
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
1
位

は
男
女
と
も
に
「
が
ん
」
で
す
。

な
か
で
も
大
腸
が
ん
は
死
亡
原

因
の
上
位
で
あ
り
、
2
0
2
1
年

の
デ
ー
タ
で
は
1
年
間
に
5
万

人
以
上
の
人
が
大
腸
が
ん
で
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
（※

1
）。
実

際
、
が
ん
に
よ
る
死
亡
原
因
で

は
大
腸
が
ん
は
男
性
2
位
、
女

性
で
は
1
位
と
な
っ
て
お
り
、

全
体
で
2
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
大
腸
が
ん
の
症
状
は
便
に
血

が
混
じ
る
、
腹
痛
、
便
秘
や
下

痢
と
い
っ
た
便
通
異
常
な
ど
で

す
が
、
早
期
に
は
症
状
が
出
に

く
い
た
め
、
発
見
さ
れ
た
と
き

に
は
す
で
に
進
行
し
た
状
態
の

場
合
が
多
く
あ
り
ま
す
。
し
た

が
っ
て
早
期
の
段
階
で
大
腸
が

ん
を
見
つ
け
る
た
め
に
は
症
状

が
出
て
い
な
い
段
階
で
検
査
を

受
け
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
大
腸

が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
必

要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
大
腸
が
ん
は
早
期
の
段
階
で

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
予

後
が
良
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

大
腸
が
ん
は
周
辺
臓
器
や
他
臓

器
に
広
が
っ
て
い
な
い
段
階
で
は

治
る
確
率（
5
年
生
存
率
）は

95
％
以
上
に
な
り
ま
す（※

1
）。

　
そ
の
一
方
で
、
進
行
し
た
状
態

で
発
見
さ
れ
て
か
ら
で
は
治
療

が
困
難
に
な
る
場
合
が
多
く
あ

り
ま
す
。

文
献

※
1

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー

が
ん
対
策
情
報
セ
ン
タ
ー

https://ganjoho.jp/

※
2

島
根
県
平
成
29
年
度
が
ん
検
診
受
診
者

数
等
の
状
況
：
が
ん
検
診
受
診
者
数
調

査
結
果

（
健
康
推
進
課
が
ん
対
策
推
進
室
調
べ
）

https://pref.shim
ane.lh.jp/

　
安
来
支
部
で
は
毎
月
第
一
木

曜
日
（
1
月
・
8
月
を
除
く
）
に

「
J
A
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
し

ま
」
さ
ん
の
軒
先
を
借

り
て
青
空
健
康
チ
ェ
ッ

ク
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
３
年
初
開
催

と
な
る
今
回
は
先
週
の

大
寒
波
の
余
波
か
と
て
も
冷
え

込
み
の
強
い
朝
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
こ
の
寒
い
中
で
も
毎

月
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
楽
し
み
に

し
て
お
出
掛
く
だ
さ
る
方
が
あ

り
、と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

安
来
支
部
の
青
空
健
康
チ
ェ
ッ

ク
は
10
年
以
上
行
わ
れ
て
い
て
、

そ
の
間
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
を
し
て

き
ま
し
た
が
〝
半
年
分
の
健
康

チ
ェ
ッ
ク
が
記
録
で
き
る
用

紙
〞
が
こ
う
し
て
リ
ピ
ー
タ
ー

獲
得
に
つ
な
が
っ
た
と
感
じ
ま

す
。

　
安
来
支
部
は
今
後
も
健
康
づ

く
り
と
、
つ
な
が
り
づ
く
り
の

た
め
に
青
空
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

定
期
的
に
つ
づ
け
て
い
き
ま
す

の
で
、
お
近
く
に
立
ち
寄
ら
れ
た

際
は
ぜ
ひ
！
　
　（
細
田
智
子
）

青
空
健
康

　
チ
ェ
ッ
ク

松
江
生
協
病
院
　
消
化
器
内
科
　
医
師
　
数
森
　
秀
章

ち
ょ
っ
と

に
な
る

気

病
気

か
ず  

も
り
　
　
　 

ひ
で  

あ
き

大
腸
が
ん
に
つ
い
て

大
腸
が
ん
検
診
と

　
　
　
精
密
検
査
の
状
況

島
根
県
の
大
腸
が
ん
検
診
と

精
密
検
査
の
状
況(

図
5)

「
大
腸
が
ん
検
診
を

　
　
　受
け
ま
し
ょ
う
」

「
大
腸
が
ん
検
診
を

　
　
　受
け
ま
し
ょ
う
」

の

話

法吉支部
コスモス班

1/10

介
護
保
険
学
習
会

元気に い
き
い
き

支部や 班で

活動しています！

生
協
と
わ
た
し

松
江
保
健
生
協
創
立
70
周
年
記
念
企
画

出典：国立がん研究センターがん対策情報センター

400円２回法
期　間

価　格検査方法

大腸がんは、早期発見・早期治療が
できれば95％が治る病気です。

2023年３月末まで
大腸がんチェックキャンペーン大腸がんチェックキャンペーン

※厚生労働省がん研究助成金　「地域がん登録の制度向上と活用に関する研究H19年度報告書」より

お問い合わせ　松江保健生協 地域担当課　TEL （0852）27-3774

ふれあい診療所でも購入できます。

※マスクと飲み物は各自ご持参下さい。
※コロナウイルスの感染状況によっては、中止になる場合があります。

4月5日（水）10：00～12：00 ※雨天中止日　時

城山周辺の健康ウォーキング内　容

松江城山 観光案内所前集合場所

城山健康ウォーキング城山健康ウォーキングWHO
世界保健デー協賛

参加費
無料

松江保健生協
地域担当課
健康づくり委員会 
☎（0852）27-3774

お問い合わせ

WHO世界保健デー（4/7）に協賛し松江保健生協では、城山健康ウォーキングを開催
します。お花見をかねて、ぜひご参加下さい。

図３．男女別の大腸がん検診の受診率
  (40-69歳, 2019年)
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図２．都道府県別の大腸がん検診の
受診率 （40-69歳, 2019年）
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図１．大腸がん検診の受診率の推移
 （40-69歳）
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図４．都道府県別の大腸がん検診後の
精密検査受診率 (40-74歳, 2000年)
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一
月
十
日
の
班
会
は
、
昨
年
十

二
月
の
班
会
で
「
家
族
が
介
護

認
定
を
受
け
利
用
し
て
い
る
が
、

再
調
査
を
受
け
要
支
援
に
な
り

大
変
困
っ
て
い
る
。
病
状
は
全
く

変
わ
り
な
い
の
に
」
と
話
さ
れ
、

他
人
事
で
は
な
い
と
生
協
学
園

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
ケ
ア
マ
ネ
さ

ん
よ
り
「
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

た
め
に
」
の
資
料
に
基
づ
き
沢
山

の
事
を
学
び
ま
し
た
。
認
定
調

査
は
、
ど
れ
だ
け
そ
の
人
に
手
間

が
か
か
る
か
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い

る
。
介
護
す
る
人
と
受
け
る
人

が
違
う
事
を
い
っ
た
り
す
る
事

は
よ
く
あ
る
様
だ
。
と
か
く
受

け
る
人
は
が
ん
ば
っ
て
自
分
が

出
来
る
と
話
す
事
も
。
介
護
者

は
日
頃
の
様
子
を
記
録
し
て
お

く
事
も
大
切
。
困
っ
た
ら
ケ
ア

マ
ネ
さ
ん
に
常
に
相
談
。
保
険

料
を
長
い
間
払
い
続
け
、
い
ざ

利
用
す
る
段
階
に
な
る
と
利
用

し
づ
ら
く
な
っ
て
い
る
。
物
事
に

関
心
を
持
ち
疑
問
を
持
つ
事
は

大
人
に
な
っ
て
も
大
切
な
事
と

思
い
ま
し
た
。
生
活
機
能
を
低

下
さ
せ
な
い
日
頃
の
努
力
が
一

番
。
班
会
に
参
加
し
、
人
と
の
触

れ
合
い
が
ど
れ
ほ
ど
大
切
な
事

か
、
再
認
識
出
来
た
年
始
め
の

班
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
多
久
和
昭
代
）

　
一
生
の
う
ち
二
人
に
一
人
は

「
が
ん
」
に
か
か
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
高
齢
化
に
伴
っ
て

近
年
大
腸
が
ん
に
か
か
る
人
が

増
加
し
て
き
て
い
ま
す
。
　
　

　
2
0
1
9
年
の
デ
ー
タ
で
は

1
年
間
に
約
15
万
人
の
人
が
大

腸
が
ん
と
診
断
さ
れ
て
い
ま
す

（※

1
）。一
生
の
う
ち
男
性
の
お

よ
そ
10
人
に
1
人
、
女
性
の
お

よ
そ
12
人
に
1
人
が
大
腸
が
ん

　
大
腸
が
ん
検
診
の
受
診
率
は

全
国
平
均
で
2
0
1
0
年
に
は

26
％
で
し
た
が
、
2
0
1
9
年
に

は
44
％
に
増
加
し
て
き
て
い
ま

す
（
図
1
）。
島
根
県
で
は
全
国

平
均
を
わ
ず
か
に
上
回
っ
て
お

り
2
0
1
9
年
に
49
％
で
し
た
。

中
国
地
方
の
近
隣
県
で
は
山
口

県
で
最
も
低
く
35
％
で
し
た
。

そ
の
他
の
県
で
も
低
い
傾
向
に

あ
り
、
中
国
地
方
の
い
ず
れ
の

県
で
も
厚
生
労
働
省
が
掲
げ
る

目
標
の
50
％
を
下
回
っ
て
い
る
の

が
現
状
で
す
（
図
2
）。一
方
、

最
も
受
診
率
が
高
い
山
形
県
で

は
既
に
今
後
の
目
標
と
さ
れ
る

60
％
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
ま
た

男
女
別
の
大
腸
が
ん
検
診
の
受

診
率
は
全
国
平
均
、
島
根
県
と

も
に
女
性
で
低
い
傾
向
に
あ
り

ま
す
（
図
3
）。
女
性
の
が
ん
に

よ
る
死
亡
原
因
の
ト
ッ
プ
は
大

腸
が
ん
で
す
の
で
、
女
性
に
も

積
極
的
に
大
腸
が
ん
検
診
を
受

け
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
大
腸
が
ん
検
診
で
異
常
が
指

摘
さ
れ
た
場
合
は
医
療
機
関
で

精
密
検
査
を
受
診
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
本
来
、
精
密
検
査
の

受
診
率
は
1
0
0
％
で
あ
る
べ

き
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
最
も

精
密
検
査
の
受
診
率
が
高
い
滋

賀
県
で
も
目
標
値
で
あ
る
90
％

に
は
達
し
て
い
ま
せ
ん
。
近
隣
県

で
は
鳥
取
県
で
や
や
高
い
受
診

率
を
示
し
て
い
る
も
の
の
、
島
根

県
は
全
国
平
均
と
ほ
ぼ
同
等
で

70
％
台
と
い
う
低
い
水
準
で
す

（
図
4
）。
せ
っ
か
く
検
診
で
異
常

が
指
摘
さ
れ
て
も
精
密
検
査
を

受
け
な
け
れ
ば
、
本
来
見
つ
か

る
は
ず
の
大
腸
が
ん
を
見
過
ご

す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
島
根
県
の
大
腸
が
ん
検
診
の

受
診
者
数
は
2
0
1
7
年
に
約

15
万
人
（
1
5
1
7
9
3
人
）
で

し
た
（※

2
）。
大
腸
が
ん
検
診

を
き
っ
か
け
に
診
断
さ
れ
た
大

腸
が
ん
の
患
者
数
に
つ
い
て
の

島
根
県
の
具
体
的
な
デ
ー
タ
を

持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
の
で
推

定
し
て
み
ま
す
。
2
0
1
9
年
の

デ
ー
タ
で
は
島
根
県
で
は
精
密

検
査
が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
人

の
割
合
が
約
７
％
弱
（※

1
）
で

す
。
約
15
万
人
が
大
腸
癌
検
診

を
受
診
し
て
い
る
の
で
約
1
万

人
で
精
密
検
査
が
必
要
と
判
断

さ
れ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
陽
性

反
応
的
中
度
（
要
精
密
検
査
と

判
断
さ
れ
た
な
か
で
、
が
ん
が

見
つ
か
っ
た
割
合
）
が
約
3
％

（※

1
）
で
す
の
で
、
約
3
0
0

人
で
大
腸
が
ん
が
見
つ
か
っ
た

と
い
う
計
算
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

は
大
腸
が
ん
検
診
受
診
者
全
体

の
が
ん
発
見
率
が
約
0.2
％
あ
ま

り
（※

1
）
で
あ
る
こ
と
に
合
致

し
ま
す
。
先
に
述
べ
ま
し
た
よ
う

に
島
根
県
で
は
1
年
間
に
約

1
0
0
0
人
の
大
腸
が
ん
が
見

つ
か
っ
て
い
ま
す
の
で
、
約
3
割

の
大
腸
が
ん
が
検
診
を
き
っ
か

け
に
見
つ
か
っ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
こ
の
こ
と
は
大
腸
が
ん
検
診

が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
を
示

す
数
字
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。
さ

ら
に
大
腸
が
ん
検
診
の
受
診
率

を
50
％
か
ら
60
％
に
増
や
す
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
さ
ら
に
60
人

で
大
腸
が
ん
を
見
つ
け
る
こ
と

が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
一
方
、
精
密
検
査
を
受
け
た
人

が
約
73
％
（※

1
）
で
す
の
で
約

7
0
0
0
人
が
精
密
検
査
を
受

け
、
約
3
0
0
0
人
が
精
密
検

査
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に

な
り
ま
す
。
割
合
か
ら
推
定
す

る
と
精
密
検
査
を
受
け
て
い
な

か
っ
た
人
の
な
か
に
約
1
0
0
人

の
大
腸
が
ん
の
人
が
隠
れ
て
い

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
後
に

進
行
し
た
状
態
で
大
腸
が
ん
が

見
つ
か
っ
て
、「
あ
の
時
に
精
密

検
査
を
受
け
て
い
れ
ば…

」
と
い

う
こ
と
が
無
い
よ
う
に
「
要
精

密
検
査
」
と
な
っ
た
場
合
に
は
必

ず
精
密
検
査
を
受
け
る
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。（4

月
号
に
続
く
）

楽
し
く
元
気
に
！菅

野
恭
子
さ
ん

　　
私
は
退
職
し
た
夫
と
共
に
、
私
も

２
年
早
く
退
職
し
て
兵
庫
県
明
石
市

か
ら
松
江
市
宍
道
町
へ
Ｉ
タ
ー
ン
し

ま
し
た
。
20
年
余
り
前
の
事
で
す
。

「
松
江
に
も
生
協
の
病
院
が
あ
る

よ
。」
と
神
戸
医
療
生
協
で
が
ん
ば
っ

て
い
る
友
人
が
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
治
療
中
だ
っ
た
の
で
す
ぐ
受
診

し
て
安
心
し
ま
し
た
。
明
石
で
の
生

協
と
の
お
つ
き
合
い
は
、
出
資
金
の

協
力
を
す
る
位
で
し
た
。

　「
宍
道
に
支
部
を
つ
く
り
ま
せ
ん

か
」
地
域
担
当
課
の
方
の
呼
び
か
け

が
、
松
江
生
協
と
の
お
つ
き
合
い
の

は
じ
ま
り
で
し
た
。
あ
れ
こ
れ
大
変

で
し
た
が
、
あ
た
た
か
い
協
力
の
お

か
げ
で
支
部
が
生
ま
れ
た
時
は
、
本

当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
そ
の
後

活
動
の
輪
が
少
し
ず
つ
広
が
り
班
も

生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
支
部
の

活
動
と
し
て
、
保
健
大
学
、
青
空
健

康
チ
ェ
ッ
ク
、
お
で
か
け
交
流
会
な

ど
、
知
恵
と
力
を
出
し
合
っ
て
楽
し

く
取
り
組
む
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
〝
地
域
ま
る
ご
と
健
康
づ
く
り
〞

を
モ
ッ
ト
ー
に
み
ん
な
と
力
を
合
わ

せ
て
、
楽
し
く
元
気
に
活
動
で
き
る

と
い
い
な
あ
と
願
っ
て
い
る
こ
の
頃

で
す
。

生
協
は
最
後
の
砦

ア
ン
パ
ン
マ
ン
さ
ん

　　
ず
っ
と
以
前
９
号
線
沿
い
に
生
協

が
あ
っ
た
頃
日
赤
に
通
院
し
て
い
た

が
、
半
日
休
暇
を
取
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
友
人
か
ら
生
協
な
ら
夕
方

診
療
を
し
て
い
る
と
聞
き
、
生
協
に

通
院
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
耳
鼻
科
医
院
に
も
ず
っ
と

通
院
し
て
い
た
が
、
臭
い
が
わ
か
ら

な
く
な
っ
た
。
退
職
後
生
協
の
耳
鼻

科
に
行
っ
た
ら
、
こ
れ
は
継
続
し
て

使
っ
た
ら
い
け
な
い
薬
だ
と
点
鼻
薬

に
変
更
し
処
方
さ
れ
た
。
何
と
こ
れ

が
よ
く
効
き
半
年
に
1
回
通
院
す
れ

ば
良
く
な
っ
た
。

　
ま
た
、
叔
父
さ
ん
夫
婦
に
は
子
ど

も
が
な
く
世
話
を
し
見
送
っ
た
が
、

二
人
と
も
生
協
と
介
護
施
設
・
虹
に

お
世
話
に
な
っ
た
。
病
院
と
虹
が
連

動
し
て
い
る
の
で
本
当
に
助
か
っ

た
。
最
近
は
入
院
1
カ
月
を
過
ぎ
る

と
追
い
出
し
に
か
か
る
が
生
協
は
そ

ん
な
こ
と
も
な
か
っ
た
。
ま
さ
に「
生

協
は
最
後
の
砦
」
で
あ
る
。
以
後
、

友
人
に
も
生
協
を
勧
め
て
い
る
。
コ

ロ
ナ
禍
で
病
院
は
大
変
な
の
で
増
資

も
続
け
て
い
る
。

今
日
こ
の
頃

木
次
の
荒
木
さ
ん

　　
30
年
近
く
昔
、
そ
れ
迄
も
自
分
の

病
気
等
で
は
お
世
話
に
な
っ
て
お
り

ま
し
た
が
、
子
ど
も
の
出
生
を
機
に

「
生
協
組
合
員
」
と
い
う
仕
組
み
を

知
り
組
合
員
に
な
っ
て
以
来
の
お
付

き
合
い
と
な
り
ま
す
。

　
二
人
の
息
子
は
生
協
病
院
で
生
ま

れ
ま
し
た
。

　
一
人
目
の
時
は
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
片

手
に
分
娩
室
の
出
産
に
立
ち
会
っ
た

事
、
二
人
目
は
元
気
が
良
過
ぎ
て
予

定
日
よ
り
早
く
出
て
き
た
事
を
懐
か

し
く
思
い
出
し
ま
す
。

　
そ
ん
な
息
子
達
も
今
は
立
派
に
成

長
し
、
二
人
と
も
大
学
の
医
療
系
学

部
に
在
籍
し
て
お
り
、
何
か
し
ら
縁

を
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

ご
縁

兵
庫
の
ば
あ
ば
さ
ん

　　
二
〇
二
三
年
の
新
年
を
迎
え
、
月

刊
「
強
い
体
」
を
読
み
な
が
ら
健
康

で
あ
る
こ
と
の
幸
せ
を
か
み
し
め
て

い
ま
す
。

　
二
〇
一
四
年
の
年
末
に
突
然
嘔
吐

し
、
姉
に
否
応
な
く
松
江
生
協
病
院

に
連
れ
て
行
か
れ
ま
し
た
。
次
の
日

に
は
入
院
す
る
こ
と
に
な
り
不
安
の

中
静
か
な
病
院
で
年
を
越
し
ま
し

た
。
常
々
健
康
だ
と
思
っ
て
生
活
し

て
い
ま
し
た
が
、
病
気
が
見
つ
か
り

転
院
、
転
院
し
二
〇
一
五
年
に
県
外

で
三
度
の
手
術
を
受
け
一
年
間
の
三

分
の
一
日
近
く
入
院
し
ま
し
た
。
あ

れ
か
ら
七
年
、
経
過
観
察
の
た
め
の

通
院
は
し
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
て

元
気
で
い
ら
れ
る
の
は
、
生
協
病
院

の
先
生
に
病
気
を
見
つ
け
て
い
た
だ

い
た
か
ら
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
あ
の
日
病
院
に
行
っ
て

な
け
れ
ば
、
ど
う
な
っ
て
い
た
か
と

思
う
と
今
だ
に
怖
く
な
り
ま
す
。

　
昨
年
姉
の
薦
め
で
、
県
外
で
は
あ

り
ま
す
が
生
協
の
会
員
に
加
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
集
ま
り
は
皆
さ
ん

和
気
あ
い
あ
い
で
、
と
て
も
楽
し
い

一
時
を
過
ご
さ
せ
て
下
さ
い
ま
し

た
。
目
に
は
見
え
ま
せ
ん
が
、
御
縁

が
あ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
感
謝

を
お
伝
え
す
る
と
共
に
、
こ
れ
か
ら

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

と
診
断
さ
れ
て
い
ま
す
（※

1
）。

　
島
根
県
で
大
腸
が
ん
と
診
断

さ
れ
た
人
は
2
0
1
9
年
の
１

年
間
に
男
性
が
5
4
6
人
、
女
性

が
4
7
7
人
の
合
計
1
0
2
3
人

で
し
た（※

1
）。
島
根
県
で「
毎

年
約
1
0
0
0
人
」
と
言
わ
れ

る
と
ビ
ッ
ク
リ
す
る
数
だ
と
思

い
ま
す
。

　
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
1
位

は
男
女
と
も
に
「
が
ん
」
で
す
。

な
か
で
も
大
腸
が
ん
は
死
亡
原

因
の
上
位
で
あ
り
、
2
0
2
1
年

の
デ
ー
タ
で
は
1
年
間
に
5
万

人
以
上
の
人
が
大
腸
が
ん
で
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
（※

1
）。
実

際
、
が
ん
に
よ
る
死
亡
原
因
で

は
大
腸
が
ん
は
男
性
2
位
、
女

性
で
は
1
位
と
な
っ
て
お
り
、

全
体
で
2
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
大
腸
が
ん
の
症
状
は
便
に
血

が
混
じ
る
、
腹
痛
、
便
秘
や
下

痢
と
い
っ
た
便
通
異
常
な
ど
で

す
が
、
早
期
に
は
症
状
が
出
に

く
い
た
め
、
発
見
さ
れ
た
と
き

に
は
す
で
に
進
行
し
た
状
態
の

場
合
が
多
く
あ
り
ま
す
。
し
た

が
っ
て
早
期
の
段
階
で
大
腸
が

ん
を
見
つ
け
る
た
め
に
は
症
状

が
出
て
い
な
い
段
階
で
検
査
を

受
け
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
大
腸

が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
必

要
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　
大
腸
が
ん
は
早
期
の
段
階
で

見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
予

後
が
良
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

大
腸
が
ん
は
周
辺
臓
器
や
他
臓

器
に
広
が
っ
て
い
な
い
段
階
で
は

治
る
確
率（
5
年
生
存
率
）は

95
％
以
上
に
な
り
ま
す（※

1
）。

　
そ
の
一
方
で
、
進
行
し
た
状
態

で
発
見
さ
れ
て
か
ら
で
は
治
療

が
困
難
に
な
る
場
合
が
多
く
あ

り
ま
す
。

文
献

※
1

国
立
が
ん
研
究
セ
ン
タ
ー

が
ん
対
策
情
報
セ
ン
タ
ー

https://ganjoho.jp/

※
2

島
根
県
平
成
29
年
度
が
ん
検
診
受
診
者

数
等
の
状
況
：
が
ん
検
診
受
診
者
数
調

査
結
果

（
健
康
推
進
課
が
ん
対
策
推
進
室
調
べ
）

https://pref.shim
ane.lh.jp/

　
安
来
支
部
で
は
毎
月
第
一
木

曜
日
（
1
月
・
8
月
を
除
く
）
に

「
J
A
グ
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
は
し

ま
」
さ
ん
の
軒
先
を
借

り
て
青
空
健
康
チ
ェ
ッ

ク
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
３
年
初
開
催

と
な
る
今
回
は
先
週
の

大
寒
波
の
余
波
か
と
て
も
冷
え

込
み
の
強
い
朝
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
こ
の
寒
い
中
で
も
毎

月
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を
楽
し
み
に

し
て
お
出
掛
く
だ
さ
る
方
が
あ

り
、と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

安
来
支
部
の
青
空
健
康
チ
ェ
ッ

ク
は
10
年
以
上
行
わ
れ
て
い
て
、

そ
の
間
い
ろ
い
ろ
な
工
夫
を
し
て

き
ま
し
た
が
〝
半
年
分
の
健
康

チ
ェ
ッ
ク
が
記
録
で
き
る
用

紙
〞
が
こ
う
し
て
リ
ピ
ー
タ
ー

獲
得
に
つ
な
が
っ
た
と
感
じ
ま

す
。

　
安
来
支
部
は
今
後
も
健
康
づ

く
り
と
、
つ
な
が
り
づ
く
り
の

た
め
に
青
空
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

定
期
的
に
つ
づ
け
て
い
き
ま
す

の
で
、
お
近
く
に
立
ち
寄
ら
れ
た

際
は
ぜ
ひ
！
　
　（
細
田
智
子
）

青
空
健
康

　
チ
ェ
ッ
ク

松
江
生
協
病
院
　
消
化
器
内
科
　
医
師
　
数
森
　
秀
章

ち
ょ
っ
と

に
な
る

気

病
気

か
ず  

も
り
　
　
　 

ひ
で  

あ
き

大
腸
が
ん
に
つ
い
て

大
腸
が
ん
検
診
と

　
　
　
精
密
検
査
の
状
況

島
根
県
の
大
腸
が
ん
検
診
と

精
密
検
査
の
状
況(

図
5)

「
大
腸
が
ん
検
診
を

　
　
　受
け
ま
し
ょ
う
」

「
大
腸
が
ん
検
診
を

　
　
　受
け
ま
し
ょ
う
」

の

話

法吉支部
コスモス班

1/10

介
護
保
険
学
習
会

元気に い
き
い
き

支部や 班で

活動しています！

生
協
と
わ
た
し

松
江
保
健
生
協
創
立
70
周
年
記
念
企
画

出典：国立がん研究センターがん対策情報センター

400円２回法
期　間

価　格検査方法

大腸がんは、早期発見・早期治療が
できれば95％が治る病気です。

2023年３月末まで
大腸がんチェックキャンペーン大腸がんチェックキャンペーン

※厚生労働省がん研究助成金　「地域がん登録の制度向上と活用に関する研究H19年度報告書」より

お問い合わせ　松江保健生協 地域担当課　TEL （0852）27-3774

ふれあい診療所でも購入できます。

※マスクと飲み物は各自ご持参下さい。
※コロナウイルスの感染状況によっては、中止になる場合があります。

4月5日（水）10：00～12：00 ※雨天中止日　時

城山周辺の健康ウォーキング内　容

松江城山 観光案内所前集合場所

城山健康ウォーキング城山健康ウォーキングWHO
世界保健デー協賛

参加費
無料

松江保健生協
地域担当課
健康づくり委員会 
☎（0852）27-3774

お問い合わせ

WHO世界保健デー（4/7）に協賛し松江保健生協では、城山健康ウォーキングを開催
します。お花見をかねて、ぜひご参加下さい。

図３．男女別の大腸がん検診の受診率
  (40-69歳, 2019年)
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（写真１）事故原発汚染水タンク群

（写真2）FH2R全景

（図１）GX会議　提言
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こ
の
度
、
透
析
治
療
に
欠
か

せ
な
い
透
析
液
を
作
製
、
供
給

す
る
機
器
を
更
新
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

　
初
め
に
透
析
治
療
と
は
、
腎

臓
の
働
き
が
悪
く
な
り
お
し
っ

こ
で
体
の
外
に
出
す
は
ず
の
老

廃
物
を
代
わ
り
に
取
り
除
く
治

療
で
す
。
血
管
か
ら
か
ら
だ
の

外
に
取
り
出
し
た
血
液
と
作
製

し
た
透
析
液
を
、
ダ
イ
ア
ラ
イ

ザ
と
呼
ば
れ
る
透
析
器
（
人
工

膜
）
を
介
し
て
老
廃
物
を
取
り

除
き
、
き
れ
い
に
な
っ
た
血
液

を
再
び
体
内
に
戻
し
ま
す
。

　
今
回
更
新
し
た
の
は
、
多
人

数
用
透
析
液
供
給
装
置
（
写
真

中
央
）
と
Ａ
剤
／
Ｂ
剤
粉
末
溶

解
装
置
（
写
真
右
側
／
左
側
）

で
す
。
左
右
の
装
置
で
透
析
液

の
元
と
な
る
原
液
を
作
製
し
、

中
央
の
装
置
で
そ
れ
ぞ
れ
の
原

液
と
透
析
用
の
超
純
水
を
調
合

し
、
各
患
者
様
の
透
析
装
置
へ

作
製
し
た
透
析
液
を
送
り
ま
す
。

　
今
後
も
更
新
し
た
機
器
を
使

用
し
、
よ
り
良
い
透
析
治
療
が

行
え
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま

す
。

（
透
析
室
）

　
学
園
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
あ

お
ぞ
ら
保
育
園
に
隣
接
し
て
お

り
、
特
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
北

側
窓
か
ら
は
子
ど
も
達
が
園
庭

で
遊
ん
だ
り
、
駆
け
回
っ
た
り

す
る
姿
が
見
え
ま
す
。
保
育
園

の
２
階
で
は
赤
ち
ゃ
ん
が
ベ
ラ

ン
ダ
に
立
っ
て
手
を
振
っ
て
く

れ
、
そ
の
可
愛
さ
に
利
用
者
さ

ん
、
職
員
共
に
心
癒
さ
れ
る
毎

日
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
前
は
、
行

事
毎
に
行
き
来
し
、
直
接
ふ
れ

あ
う
機
会
も
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
の
間
は
難
し
く
、
子
ど
も
達

に
日
頃
の
お
礼
を
伝
え
た
り
、

喜
ん
で
も
ら
え
た
り
す
る
手
段

と
し
て
園
庭
側
窓
に
絵
や
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
貼
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
子
ど
も
達
も
そ
れ
を
見
て

は
、
保
育
士
さ
ん
に
「
何
て
書

い
て
あ
る
？
？
」
と
か
、「
ア
ッ
、

○
○
だ
ぁ
ー
」
と
大
き
な
声
で

言
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
時
に

は
職
員
に
「
○
○
描
い
て
ー
」

と
リ
ク
エ
ス
ト
し
て
く
れ
る
こ

と
も
。

　
コ
ロ
ナ
収
束
に
は
ま
だ
ま
だ

時
間
が
か
か
り
そ
う
で
す
が
、

色
々
な
手
法
も
考
え
、
今
後
も

交
流
が
図
れ
、
良
い
関
係
を
築

い
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま

す
。

（
学
園
デ
イ
サ
ー
ビ
ス三原

　
徳
子
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
（
以
下
：
コ
ロ
ナ
）
の
第
八
波

は
膨
大
な
感
染
者
と
、
12
月
だ

け
で
死
者
1
万
人
以
上
と
い
う

大
変
な
猛
威
を
ふ
る
っ
て
い
ま

す
。
介
護
医
療
院
虹
で
も
12
月

5
日
に
初
め
て
の
入
所
者
の
感

染
者
が
発
生
し
、
そ
の
後
、
入

所
者
44
名
、
職
員
30
名
余
り
に

拡
大
し
ま
し
た
。
状
態
が
悪
化

し
て
生
協
病
院
等
に
転
院
し
て

い
た
だ
い
た
方
も
5
名
お
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
間
は
松
江
保
健

所
等
の
指
示
を
受
け
な
が
ら
感

染
制
御
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　
2
0
2
0
年
か
ら
始
ま
っ
た

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
で
す
が
、
職

員
達
は
こ
の
２
年
間
は
飲
食
や

旅
行
な
ど
自
粛
し
、
介
護
医
療

院
虹
で
は
感
染
者
を
発
生
さ
せ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
今
回
の
八
波
で
は
瞬

く
間
に
感
染
が
拡
大
し
ま
し
た
。

【
希
望
を
も
っ
て
】

　
一
番
大
変
な
思
い
を
し
て
い

る
の
は
、
発
熱
等
を
発
症
し
て

い
る
入
所
者
様
で
す
。
し
か
し
、

職
員
に
も
感
染
者
が
発
生
し
、

そ
の
た
め
夜
勤
明
け
も
帰
ら
れ

な
い
、連
続
勤
務
が
続
く
と
い
っ

た
激
務
が
生
じ
ま
し
た
。ス
タ
ッ

フ
が
足
り
な
い
た
め
、
私
自
身

も
休
日
の
22
時
過
ぎ
ま
で
支
援

に
は
い
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
フ
ル
装
備
の
防
護
具
で
長
時

間
ず
っ
と
働
き
続
け
る
と
い
う

こ
と
は
大
変
な
労
力
で
し
た
。

　
食
事
介
助
や
ケ
ア
な
ど
は
職

場
を
超
え
て
支
援
し
あ
い
、
こ

の
こ
と
は
、
収
束
に
至
っ
た
大

き
な
要
因
だ
と
考
え
ま
す
し
、

こ
の
上
な
く
大
切
な
経
験
と
な

り
ま
し
た
。

　「
こ
れ
以
上
感
染
を
広
げ
な

い
」、「
希
望
を
も
っ
て
新
年
を

迎
え
よ
う
」
を
合
言
葉
に
、
職

員
一
丸
と
な
っ
て
感
染
制
御
に

取
り
組
み
、
年
末
に
は
先
が
見

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

【
収
束
に
向
か
っ
て
】

　
コ
ロ
ナ
発
生
で
入
浴
で
き
な

い
日
々
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、

１
月
６
日
は
久
々
の
入
浴
日
で

し
た
。
カ
サ
カ
サ
の
皮
膚
が
ピ

カ
ピ
カ
に
な
り
ま
し
た
。（
入
浴

し
な
い
と
）
ア
ッ
と
い
う
間
に

体
が
硬
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
ほ
っ
こ
り
と
体
も
気
持
ち
も

ほ
ぐ
し
て
い
た
だ
き
、
利
用
者

様
も
職
員
に
も
「
日
常
」
が
戻
っ

て
き
た
よ
う
で
す
。

　
そ
の
後
、
1
月
8
日
時
点
で
、

感
染
療
養
者
が
０
名
と
な
り
、

ま
た
、
新
た
な
感
染
者
も
発
生

し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
一
連
の

感
染
症
発
生
は
一
旦

収
束
し
ま
し
た
。

　
利
用
者
様
と
ご

家
族
に
は
大
変
な

ご
心
配
を
お
か
け
し

て
誠
に
申
し
訳
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。

　
今
後
も
必
要
な

感
染
対
策
を
職
員
一

同
で
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
の
で
変
わ
ら

ぬ
ご
支
援
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

（
事
務
長高

橋
　
光
一
）

　
福
島
原
発
事
故
後
11
年
、
事

故
原
発
敷
地
内
の
汚
染
水
タ
ン

ク
は
満
杯
に
な
り
汚
染
水
を
浄

化
し
た
処
理
水
と
し
て
今
年
夏

に
も
海
洋
投
棄
が
始
ま
り
ま
す
。

漁
業
関
係
者
は
事
故
後
の
風
評

被
害
か
ら
回
復
し
な
い
ま
ま
で

の
海
洋
投
棄
は
大
反
対
、
福
島

県
民
の
半
数
も
反
対
す
る
現
状

で
も
東
電
、
国
は
強
行
の
構
え

で
す
。
事
故
を
起
こ
し
た
加
害

者
の
反
省
は
無
い
の
で
し
ょ
う

か
。（
写
真
１
）

　
中
間
貯
蔵
工
事
情
報
セ
ン

タ
ー
の
説
明
で
は
、
県
内
の
フ

レ
コ
ン
バ
ッ
ク
汚
染
土
回
収
は

90
％
終
え
、
残
り
は
浜
通
り
の

一
部
だ
け
で
す
。
ピ
ー
ク
時
は

毎
日
3
0
0
0
台
以
上
の
大
型

ダ
ン
プ
が
県
内
か
ら
搬
入
し
て

い
ま
し
た
が
、
現
在
は
激
減
し

ま
し
た
。
９
か
所
あ
っ
た
搬
入

分
別
施
設
も
３
カ
所
に
縮
小
し

て
い
ま
す
。
高
濃
度
汚
染
土
は

専
用
コ
ン
テ
ナ
に
詰
め
廃
棄
物

貯
蔵
施
設
へ
の
保
管
も
始
ま
り

昨
年
末
で
1
6
0
0
0
個
が
貯

蔵
さ
れ
、
最
終
的
に
は
7
万
個

が
保
管
さ
れ
る
よ
う
で
す
。

　
一
方
で
除
去
処
理
土
壌
は

（
8
0
0
0
B
q
／
kg
以
下
の

再
製
土
）
量
が
膨
大
で
あ
る
の

で
国
内
で
の
再
利
用
が
検
討
さ

れ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
飯
館
村

の
園
芸
用
底
土
と
し
て
実
証
実

験
が
始
ま
り
、
今
年
か
ら
は
東

京
や
埼
玉
で
も
実
証
実
験
が
始

ま
り
、
今
後
は
公
園
花
壇
の
底

土
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
道
路
の
底

土
と
し
て
全
国
に
普
及
さ
せ
る

狙
い
で
す
。
実
験
で
は
国
民
の

許
容
限
度
１
ｍ
S
v
/
年
以
下

に
な
る
よ
う
実
施
し
ま
す
。
一

方
で
福
島
県
浜
通
り
避
難
指
示

解
除
地
域
は
20
m
S
v
/
年
以

下
で
の
解
除
に
福
島
県
民
は
納

得
で
き
ま
せ
ん
。
許
容
限
度
の

２
重
基
準
は
疑
問
で
す
。

　
浪
江
町
沿
岸
部
で
、
水
素
エ

ネ
ル
ギ
ー
普
及
へ
向
け
た
国
内

最
大
規
模
の
実
証
実
験
施
設
が

本
格
稼
働
し
て
い
ま
し
た
。Ｆ
Ｈ

２
Ｒ（
福
島
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
研

究
フ
ィ
ー
ル
ド
）
国
と
東
芝
、

大
林
組
等
大
企
業
が
参
加
し
て

い
ま
す
。再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
太
陽
光
パ
ネ
ル
）
電
気
で
水
素

を
製
造
し
社
会
で
活
用
で
き
る

よ
う
研
究
開
発
し
全
国
に
普
及

さ
せ
る
目
的
で
す
。（
写
真
２
）

　
原
発
事
故
後
12
年
目
の
今
年
、

岸
田
政
権
は
世
界
的
な
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
推
進
と
化
石

燃
料
高
騰
を
追
い
風
に
原
子
力

政
策
を
大
き
く
転
換
し
ま
す
。

危
険
な
老
朽
化
原
発
の
使
用
期

間
の
延
長
、
更
に
積
極
的
な
原

発
再
稼
働
や
リ
プ
レ
ー
ス
、
小

型
モ
ジ
ュ
ー
ル
型
を
念
頭
に
次

世
代
型
原
発
の
開
発
な
ど
危
険

な
方
向
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

（
図
１
）
原
発
事
故
後
、
国
は
原

発
に
依
存
し
な
い
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
目
指
す

は
ず
で
し
た
。
沸
騰
水
型
原
発

史
上
最
悪
の
事
故
を
起
こ
し
た

反
省
は
ど
こ
へ
行
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

感染者の発生状況（日数）感染者の発生状況（日数）

入
所
者
名

1日当たり30人の感染者が入所している日もあり
ましたが、概ね10日間で療養が明けます。

入所階で検査を行う、医師とスタッフ
防護具の装着と感染性廃棄物の処
理方法を絵にしたのも

抗原キッドで2本青い線が出る
と陽性反応と判定される。オミ
クロン株に置き換わってから
は、抗原キッドによる判定は有
効だった印象です。

日時:３月７日（火）、８（水）、９日（木）
いずれも10時～13時です。

会場:県営大輪団地1Ｆ
（大輪子どもハウス）

1
日時:3月13日（月）、14日（火）

いずれも18時～
会場:いきいきプラザ島根体育館
（松江市東津田町）

2

パッキング
（食品の箱詰め）

だ
よ
り

事
業
所

せいきょう
学園福祉センター

笑
顔
の
先
に
笑
顔

　
〜
子
ど
も
達
へ
の
お
礼
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜

１０
回
目
の
福
島
訪
問  

第
２
報

１０
回
目
の
福
島
訪
問  

第
２
報

　「
福
島
原
発
事
故
か
ら

１１
年
、

                      

福
島
県
の
現
状
」

　「
福
島
原
発
事
故
か
ら

１１
年
、

                      

福
島
県
の
現
状
」

介
護
医
療
院
　
虹
　
診
療
放
射
線
技
師
　
樋
野
　
伸
一

八雲西支部　坂本節子さん「風呂敷アレンジBag」

大庭支部　縁班
名原早苗さん
大変珍しく縁起がよい
サンスベリアの花
「生協と皆様に良いことが
沢山ありますように…♥」

介護医療院
虹

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
経
験

古
志
原
支
部
　
恩
田
尚
子
さ
ん

「
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
」

宍
道
支
部
　
須
田
京
子
さ
ん
「
姉
さ
ま
人
形
」

宍
道
支
部
　
Ｋ
・
Ｋ
さ
ん

「
水
彩
画
」

佐藤百合子さん「絵手紙」

東
川
津
支
部
　
Ｙ
・
Ｗ
さ
ん

「
切
り
絵
」

松江生協
病院

透
析
室
の
機
器
を

　
　
　
　
　
更
新
し
ま
し
た

新しい機械になり、安全機能も充実し、より安全・安心な透析治
療が行えます。

早く一緒に遊べる日がくるといいね

医学科生または医師を目指す高校生へ医学科生または医師を目指す高校生へ

奨学金制度をご紹介下さい奨学金制度をご紹介下さい

奨学金の貸与額
・Aコース　10万円／月
・Bコース　15万円／月
下記の期間、島根民医連の事業所で勤務された場合、
奨学金は返済免除になります。

・Aコース：奨学金を借りた年数と同じ期間
・Bコース：奨学金を借りた年数×１.５倍の期間

詳しい制度の内容や資料請求については、下記までご連絡ください。
島根民医連　担当 大國・小林（TEL：0852-31-3360）お問い合わせ先

松江生協病院は島根県民主医療機関連合会（以下、島根民医連）に加盟している医療
機関です。島根民医連では、将来、島根民医連の事業所で勤務される意思をもった医
学科生への経済的な支援や、勉学の要望に応えることを目的として奨学金制度を設
けています。お知り合いの医学科生、または医師を目指す高校生へ、島根民医連の奨
学金制度をご紹介ください。

フードバンクしまね
あったか元気便利用者
アンケート調査より
佐藤桃子氏

（島根大学人間科学部講師） 

『死にそうだけど生きてます』
日時：3月25日（土）

午後1時30分より
場所：県民会館３階大会議室

ヒオカ氏

フードバンクしまね
学習講演会
フードバンクしまね
学習講演会

お話

「アンケートから見えてきたこと」報告

主催：特定非営利活動法人
フードバンクしまね
あったか元気便、地域つながりセンター

お米募集!お米募集!
フードバンクしまねでは、お米（玄米）
の寄付をお願いしています。
古米でも冷蔵庫で保存されていたも
のならOKです。キロ数は問いません。
みなさまのご協力をよろしくお願いい
たします。

フードバンクしまねでは、パッキング作業と事前に準備するボランティア
さんを募集しています。下記までご連絡下さい。

〈ご連絡先〉「あったか元気便」事務局
松江市西津田３-５-16 JAしまね津田支店 ２階
TEL：0852-67-7350　FAX：0852-67-7351
ホームページ：httpｓ://foodbankshimane.com

ボランティアさん募集ボランティアさん募集

参加無料



（写真１）事故原発汚染水タンク群

（写真2）FH2R全景

（図１）GX会議　提言
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こ
の
度
、
透
析
治
療
に
欠
か

せ
な
い
透
析
液
を
作
製
、
供
給

す
る
機
器
を
更
新
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。

　
初
め
に
透
析
治
療
と
は
、
腎

臓
の
働
き
が
悪
く
な
り
お
し
っ

こ
で
体
の
外
に
出
す
は
ず
の
老

廃
物
を
代
わ
り
に
取
り
除
く
治

療
で
す
。
血
管
か
ら
か
ら
だ
の

外
に
取
り
出
し
た
血
液
と
作
製

し
た
透
析
液
を
、
ダ
イ
ア
ラ
イ

ザ
と
呼
ば
れ
る
透
析
器
（
人
工

膜
）
を
介
し
て
老
廃
物
を
取
り

除
き
、
き
れ
い
に
な
っ
た
血
液

を
再
び
体
内
に
戻
し
ま
す
。

　
今
回
更
新
し
た
の
は
、
多
人

数
用
透
析
液
供
給
装
置
（
写
真

中
央
）
と
Ａ
剤
／
Ｂ
剤
粉
末
溶

解
装
置
（
写
真
右
側
／
左
側
）

で
す
。
左
右
の
装
置
で
透
析
液

の
元
と
な
る
原
液
を
作
製
し
、

中
央
の
装
置
で
そ
れ
ぞ
れ
の
原

液
と
透
析
用
の
超
純
水
を
調
合

し
、
各
患
者
様
の
透
析
装
置
へ

作
製
し
た
透
析
液
を
送
り
ま
す
。

　
今
後
も
更
新
し
た
機
器
を
使

用
し
、
よ
り
良
い
透
析
治
療
が

行
え
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま

す
。

（
透
析
室
）

　
学
園
福
祉
セ
ン
タ
ー
は
、
あ

お
ぞ
ら
保
育
園
に
隣
接
し
て
お

り
、
特
に
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
北

側
窓
か
ら
は
子
ど
も
達
が
園
庭

で
遊
ん
だ
り
、
駆
け
回
っ
た
り

す
る
姿
が
見
え
ま
す
。
保
育
園

の
２
階
で
は
赤
ち
ゃ
ん
が
ベ
ラ

ン
ダ
に
立
っ
て
手
を
振
っ
て
く

れ
、
そ
の
可
愛
さ
に
利
用
者
さ

ん
、
職
員
共
に
心
癒
さ
れ
る
毎

日
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
前
は
、
行

事
毎
に
行
き
来
し
、
直
接
ふ
れ

あ
う
機
会
も
あ
り
ま
し
た
が
、

こ
の
間
は
難
し
く
、
子
ど
も
達

に
日
頃
の
お
礼
を
伝
え
た
り
、

喜
ん
で
も
ら
え
た
り
す
る
手
段

と
し
て
園
庭
側
窓
に
絵
や
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
貼
る
こ
と
に
し
ま
し

た
。
子
ど
も
達
も
そ
れ
を
見
て

は
、
保
育
士
さ
ん
に
「
何
て
書

い
て
あ
る
？
？
」
と
か
、「
ア
ッ
、

○
○
だ
ぁ
ー
」
と
大
き
な
声
で

言
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
時
に

は
職
員
に
「
○
○
描
い
て
ー
」

と
リ
ク
エ
ス
ト
し
て
く
れ
る
こ

と
も
。

　
コ
ロ
ナ
収
束
に
は
ま
だ
ま
だ

時
間
が
か
か
り
そ
う
で
す
が
、

色
々
な
手
法
も
考
え
、
今
後
も

交
流
が
図
れ
、
良
い
関
係
を
築

い
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま

す
。

（
学
園
デ
イ
サ
ー
ビ
ス三原

　
徳
子
）

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
（
以
下
：
コ
ロ
ナ
）
の
第
八
波

は
膨
大
な
感
染
者
と
、
12
月
だ

け
で
死
者
1
万
人
以
上
と
い
う

大
変
な
猛
威
を
ふ
る
っ
て
い
ま

す
。
介
護
医
療
院
虹
で
も
12
月

5
日
に
初
め
て
の
入
所
者
の
感

染
者
が
発
生
し
、
そ
の
後
、
入

所
者
44
名
、
職
員
30
名
余
り
に

拡
大
し
ま
し
た
。
状
態
が
悪
化

し
て
生
協
病
院
等
に
転
院
し
て

い
た
だ
い
た
方
も
5
名
お
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
間
は
松
江
保
健

所
等
の
指
示
を
受
け
な
が
ら
感

染
制
御
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　
2
0
2
0
年
か
ら
始
ま
っ
た

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
で
す
が
、
職

員
達
は
こ
の
２
年
間
は
飲
食
や

旅
行
な
ど
自
粛
し
、
介
護
医
療

院
虹
で
は
感
染
者
を
発
生
さ
せ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
し
か
し
今
回
の
八
波
で
は
瞬

く
間
に
感
染
が
拡
大
し
ま
し
た
。

【
希
望
を
も
っ
て
】

　
一
番
大
変
な
思
い
を
し
て
い

る
の
は
、
発
熱
等
を
発
症
し
て

い
る
入
所
者
様
で
す
。
し
か
し
、

職
員
に
も
感
染
者
が
発
生
し
、

そ
の
た
め
夜
勤
明
け
も
帰
ら
れ

な
い
、連
続
勤
務
が
続
く
と
い
っ

た
激
務
が
生
じ
ま
し
た
。ス
タ
ッ

フ
が
足
り
な
い
た
め
、
私
自
身

も
休
日
の
22
時
過
ぎ
ま
で
支
援

に
は
い
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
フ
ル
装
備
の
防
護
具
で
長
時

間
ず
っ
と
働
き
続
け
る
と
い
う

こ
と
は
大
変
な
労
力
で
し
た
。

　
食
事
介
助
や
ケ
ア
な
ど
は
職

場
を
超
え
て
支
援
し
あ
い
、
こ

の
こ
と
は
、
収
束
に
至
っ
た
大

き
な
要
因
だ
と
考
え
ま
す
し
、

こ
の
上
な
く
大
切
な
経
験
と
な

り
ま
し
た
。

　「
こ
れ
以
上
感
染
を
広
げ
な

い
」、「
希
望
を
も
っ
て
新
年
を

迎
え
よ
う
」
を
合
言
葉
に
、
職

員
一
丸
と
な
っ
て
感
染
制
御
に

取
り
組
み
、
年
末
に
は
先
が
見

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

【
収
束
に
向
か
っ
て
】

　
コ
ロ
ナ
発
生
で
入
浴
で
き
な

い
日
々
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、

１
月
６
日
は
久
々
の
入
浴
日
で

し
た
。
カ
サ
カ
サ
の
皮
膚
が
ピ

カ
ピ
カ
に
な
り
ま
し
た
。（
入
浴

し
な
い
と
）
ア
ッ
と
い
う
間
に

体
が
硬
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
ほ
っ
こ
り
と
体
も
気
持
ち
も

ほ
ぐ
し
て
い
た
だ
き
、
利
用
者

様
も
職
員
に
も
「
日
常
」
が
戻
っ

て
き
た
よ
う
で
す
。

　
そ
の
後
、
1
月
8
日
時
点
で
、

感
染
療
養
者
が
０
名
と
な
り
、

ま
た
、
新
た
な
感
染
者
も
発
生

し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
一
連
の

感
染
症
発
生
は
一
旦

収
束
し
ま
し
た
。

　
利
用
者
様
と
ご

家
族
に
は
大
変
な

ご
心
配
を
お
か
け
し

て
誠
に
申
し
訳
ご
ざ

い
ま
せ
ん
。

　
今
後
も
必
要
な

感
染
対
策
を
職
員
一

同
で
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
の
で
変
わ
ら

ぬ
ご
支
援
と
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

（
事
務
長高

橋
　
光
一
）

　
福
島
原
発
事
故
後
11
年
、
事

故
原
発
敷
地
内
の
汚
染
水
タ
ン

ク
は
満
杯
に
な
り
汚
染
水
を
浄

化
し
た
処
理
水
と
し
て
今
年
夏

に
も
海
洋
投
棄
が
始
ま
り
ま
す
。

漁
業
関
係
者
は
事
故
後
の
風
評

被
害
か
ら
回
復
し
な
い
ま
ま
で

の
海
洋
投
棄
は
大
反
対
、
福
島

県
民
の
半
数
も
反
対
す
る
現
状

で
も
東
電
、
国
は
強
行
の
構
え

で
す
。
事
故
を
起
こ
し
た
加
害

者
の
反
省
は
無
い
の
で
し
ょ
う

か
。（
写
真
１
）

　
中
間
貯
蔵
工
事
情
報
セ
ン

タ
ー
の
説
明
で
は
、
県
内
の
フ

レ
コ
ン
バ
ッ
ク
汚
染
土
回
収
は

90
％
終
え
、
残
り
は
浜
通
り
の

一
部
だ
け
で
す
。
ピ
ー
ク
時
は

毎
日
3
0
0
0
台
以
上
の
大
型

ダ
ン
プ
が
県
内
か
ら
搬
入
し
て

い
ま
し
た
が
、
現
在
は
激
減
し

ま
し
た
。
９
か
所
あ
っ
た
搬
入

分
別
施
設
も
３
カ
所
に
縮
小
し

て
い
ま
す
。
高
濃
度
汚
染
土
は

専
用
コ
ン
テ
ナ
に
詰
め
廃
棄
物

貯
蔵
施
設
へ
の
保
管
も
始
ま
り

昨
年
末
で
1
6
0
0
0
個
が
貯

蔵
さ
れ
、
最
終
的
に
は
7
万
個

が
保
管
さ
れ
る
よ
う
で
す
。

　
一
方
で
除
去
処
理
土
壌
は

（
8
0
0
0
B
q
／
kg
以
下
の

再
製
土
）
量
が
膨
大
で
あ
る
の

で
国
内
で
の
再
利
用
が
検
討
さ

れ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
飯
館
村

の
園
芸
用
底
土
と
し
て
実
証
実

験
が
始
ま
り
、
今
年
か
ら
は
東

京
や
埼
玉
で
も
実
証
実
験
が
始

ま
り
、
今
後
は
公
園
花
壇
の
底

土
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
道
路
の
底

土
と
し
て
全
国
に
普
及
さ
せ
る

狙
い
で
す
。
実
験
で
は
国
民
の

許
容
限
度
１
ｍ
S
v
/
年
以
下

に
な
る
よ
う
実
施
し
ま
す
。
一

方
で
福
島
県
浜
通
り
避
難
指
示

解
除
地
域
は
20
m
S
v
/
年
以

下
で
の
解
除
に
福
島
県
民
は
納

得
で
き
ま
せ
ん
。
許
容
限
度
の

２
重
基
準
は
疑
問
で
す
。

　
浪
江
町
沿
岸
部
で
、
水
素
エ

ネ
ル
ギ
ー
普
及
へ
向
け
た
国
内

最
大
規
模
の
実
証
実
験
施
設
が

本
格
稼
働
し
て
い
ま
し
た
。Ｆ
Ｈ

２
Ｒ（
福
島
水
素
エ
ネ
ル
ギ
ー
研

究
フ
ィ
ー
ル
ド
）
国
と
東
芝
、

大
林
組
等
大
企
業
が
参
加
し
て

い
ま
す
。再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

（
太
陽
光
パ
ネ
ル
）
電
気
で
水
素

を
製
造
し
社
会
で
活
用
で
き
る

よ
う
研
究
開
発
し
全
国
に
普
及

さ
せ
る
目
的
で
す
。（
写
真
２
）

　
原
発
事
故
後
12
年
目
の
今
年
、

岸
田
政
権
は
世
界
的
な
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
推
進
と
化
石

燃
料
高
騰
を
追
い
風
に
原
子
力

政
策
を
大
き
く
転
換
し
ま
す
。

危
険
な
老
朽
化
原
発
の
使
用
期

間
の
延
長
、
更
に
積
極
的
な
原

発
再
稼
働
や
リ
プ
レ
ー
ス
、
小

型
モ
ジ
ュ
ー
ル
型
を
念
頭
に
次

世
代
型
原
発
の
開
発
な
ど
危
険

な
方
向
に
向
か
っ
て
い
ま
す
。

（
図
１
）
原
発
事
故
後
、
国
は
原

発
に
依
存
し
な
い
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
を
目
指
す

は
ず
で
し
た
。
沸
騰
水
型
原
発

史
上
最
悪
の
事
故
を
起
こ
し
た

反
省
は
ど
こ
へ
行
っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

感染者の発生状況（日数）感染者の発生状況（日数）

入
所
者
名

1日当たり30人の感染者が入所している日もあり
ましたが、概ね10日間で療養が明けます。

入所階で検査を行う、医師とスタッフ
防護具の装着と感染性廃棄物の処
理方法を絵にしたのも

抗原キッドで2本青い線が出る
と陽性反応と判定される。オミ
クロン株に置き換わってから
は、抗原キッドによる判定は有
効だった印象です。

日時:３月７日（火）、８（水）、９日（木）
いずれも10時～13時です。

会場:県営大輪団地1Ｆ
（大輪子どもハウス）

1
日時:3月13日（月）、14日（火）

いずれも18時～
会場:いきいきプラザ島根体育館
（松江市東津田町）

2

パッキング
（食品の箱詰め）

だ
よ
り

事
業
所

せいきょう
学園福祉センター

笑
顔
の
先
に
笑
顔

　
〜
子
ど
も
達
へ
の
お
礼
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
〜

１０
回
目
の
福
島
訪
問  

第
２
報

１０
回
目
の
福
島
訪
問  

第
２
報

　「
福
島
原
発
事
故
か
ら

１１
年
、

                      

福
島
県
の
現
状
」

　「
福
島
原
発
事
故
か
ら

１１
年
、

                      

福
島
県
の
現
状
」

介
護
医
療
院
　
虹
　
診
療
放
射
線
技
師
　
樋
野
　
伸
一

八雲西支部　坂本節子さん「風呂敷アレンジBag」

大庭支部　縁班
名原早苗さん
大変珍しく縁起がよい
サンスベリアの花
「生協と皆様に良いことが
沢山ありますように…♥」

介護医療院
虹

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
経
験

古
志
原
支
部
　
恩
田
尚
子
さ
ん

「
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
」

宍
道
支
部
　
須
田
京
子
さ
ん
「
姉
さ
ま
人
形
」

宍
道
支
部
　
Ｋ
・
Ｋ
さ
ん

「
水
彩
画
」

佐藤百合子さん「絵手紙」

東
川
津
支
部
　
Ｙ
・
Ｗ
さ
ん

「
切
り
絵
」

松江生協
病院

透
析
室
の
機
器
を

　
　
　
　
　
更
新
し
ま
し
た

新しい機械になり、安全機能も充実し、より安全・安心な透析治
療が行えます。

早く一緒に遊べる日がくるといいね

医学科生または医師を目指す高校生へ医学科生または医師を目指す高校生へ

奨学金制度をご紹介下さい奨学金制度をご紹介下さい

奨学金の貸与額
・Aコース　10万円／月
・Bコース　15万円／月
下記の期間、島根民医連の事業所で勤務された場合、
奨学金は返済免除になります。

・Aコース：奨学金を借りた年数と同じ期間
・Bコース：奨学金を借りた年数×１.５倍の期間

詳しい制度の内容や資料請求については、下記までご連絡ください。
島根民医連　担当 大國・小林（TEL：0852-31-3360）お問い合わせ先

松江生協病院は島根県民主医療機関連合会（以下、島根民医連）に加盟している医療
機関です。島根民医連では、将来、島根民医連の事業所で勤務される意思をもった医
学科生への経済的な支援や、勉学の要望に応えることを目的として奨学金制度を設
けています。お知り合いの医学科生、または医師を目指す高校生へ、島根民医連の奨
学金制度をご紹介ください。

フードバンクしまね
あったか元気便利用者
アンケート調査より
佐藤桃子氏

（島根大学人間科学部講師） 

『死にそうだけど生きてます』
日時：3月25日（土）

午後1時30分より
場所：県民会館３階大会議室

ヒオカ氏

フードバンクしまね
学習講演会
フードバンクしまね
学習講演会

お話

「アンケートから見えてきたこと」報告

主催：特定非営利活動法人
フードバンクしまね
あったか元気便、地域つながりセンター

お米募集!お米募集!
フードバンクしまねでは、お米（玄米）
の寄付をお願いしています。
古米でも冷蔵庫で保存されていたも
のならOKです。キロ数は問いません。
みなさまのご協力をよろしくお願いい
たします。

フードバンクしまねでは、パッキング作業と事前に準備するボランティア
さんを募集しています。下記までご連絡下さい。

〈ご連絡先〉「あったか元気便」事務局
松江市西津田３-５-16 JAしまね津田支店 ２階
TEL：0852-67-7350　FAX：0852-67-7351
ホームページ：httpｓ://foodbankshimane.com

ボランティアさん募集ボランティアさん募集

参加無料
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お
た
よ
り

ひ
ろ
ば

楽
し
み
に…

。曽
田
正
子
さ
ん

　　
晴
天
の
新
年
を
迎
え
、
裏
庭

の
紅
梅
が
蕾
を
い
っ
ぱ
い
付
け

て
咲
く
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

い
ち
ご
に
癒
さ
れ
て
♥

右
を
見
て
、
左
を
見
て
さ
ん

見
つ
け
た
!!

海
賀
絹
子
さ
ん

　　
春
を
感
じ
る
時
、
そ
れ
は
〝
つ

く
し
〞
と
か
〝
ふ
き
の
と
う
〞
を

見
つ
け
た
時
。

今
年
は
ど
ん
な
年
に
？

北
川
栄
子
さ
ん

　　
毎
月
「
強
い
体
」
届
け
て
下
さ

り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
新
年
号
は
と
て
も
カ
ラ
フ
ル

で
鮮
や
か
に…

。

　
心
も
明
る
く
な
る
様
で
し
た
。

今
年
は
ど
ん
な
年
に
な
る
で

し
ょ
う
か
ね
。
穏
や
か
に
な
っ

て
欲
し
い
で
す
。

「
き
く
」と
い
う
こ
と
ば
。

安
部
範
子
さ
ん

　　「
き
く
」
に
つ
い
て
書
か
れ
た

記
事
を
読
み
ま
し
た
。〝「
聴
く
」

は
「
聞
く
」
と
一
つ
に
な
っ
て
全

う
さ
れ
る
〞
と
あ
り
ま
し
た
。

い
つ
も
「
き
く
」
姿
勢
を
忘
れ

ず
に
い
た
い
も
の
で
す
。

作
っ
て
み
ま
ー
す
♪

山
田
勝
志
さ
ん

　　
す
こ
し
お
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス

ト
の
野
菜
と
ツ
ナ
の
サ
ラ
ダ
と

て
も
お
い
し
そ
う
で
、
一
度
試

し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

早
く
元
気
に…

。
小
笹
真
知
子
さ
ん

　　
毎
月
楽
し
く
見
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
こ
そ
コ
ロ
ナ
が
収
束
し

て
、
い
ろ
い
ろ
な
所
へ
旅
行
に

い
っ
て
み
た
い
で
す
。

ち
ょ
っ
と
ド
キ
ド
キ

元
上
祐
子
さ
ん

　　
年
1
回
の
人
間
ド
ッ
ク
を
続

け
て
い
ま
す
。
ド
ッ
ク
が
近
づ

く
と
、
ち
ょ
っ
と
ド
キ
ド
キ
し

ま
す
が
、
毎
年
ド
ッ
ク
後
は
満

足
感
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
先
も

健
康
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
続

け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

宍
道
湖
の
夕
日須

山
幸
子
さ
ん

　　
お
た
よ
り
ひ
ろ
ば
に
宍
道
湖

の
夕
日
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
動

し
た
と
あ
り
、
松
江
に
住
む
私

達
は
毎
日
違
う
夕
日
が
拝
め
て

と
て
も
幸
せ
で
す
。

登
り
た
い
！

中
脇
欽
治
さ
ん

　　
今
年
こ
そ
「
富
士
山
」
登
山
!!

　
こ
こ
毎
年
思
っ
て
は
い
る
の

で
す
が
…
。

●
1
月
号
の
正
解
と
当
選
者
（
40
名
・
50
音
順
）

　正
解
は
「
タ
カ
ラ
ブ
ネ
」 

　図
書
カ
ー
ド
は
毎
月
　
日
以
降
に
発
送
し
ま
す
。

10

243名の方から回答を寄せていただきました。（正解率99％）

吾
郷

　
　貢
さ
ん

安
達

　文
子
さ
ん

安
部

　純
一
さ
ん

家
塚

　豊
美
さ
ん

石
橋

　美
希
さ
ん

大
西
志
都
子
さ
ん

狩
野

　和
子
さ
ん

狩
野

　茂
夫
さ
ん

桑
原

　千
秋
さ
ん

小
林

　優
子
さ
ん

近
藤

　尚
子
さ
ん

坂
根

　泰
明
さ
ん

坂
本

　尚
美
さ
ん

佐
々
木
紋
子
さ
ん

島
津

　優
子
さ
ん

高
井

　昭
二
さ
ん

竹
下

　君
子
さ
ん

武
田

　幸
子
さ
ん

田
中

　文
栄
さ
ん

田
原

　文
子
さ
ん

豊
川

　利
子
さ
ん

難
波

　節
子
さ
ん

新
田

　英
夫
さ
ん

二
宮

　
　隆
さ
ん

二
宮

　泰
子
さ
ん

根
本

　順
子
さ
ん

林

　
　真
弓
さ
ん

原

　ミ
サ
子
さ
ん

引
野
喜
久
代
さ
ん

平
井

　芳
樹
さ
ん

前
田

　保
子
さ
ん

松
本
江
津
子
さ
ん

三
島

　京
子
さ
ん

三
代

　建
夫
さ
ん

柳
瀬

　武
子
さ
ん

矢
野

　博
子
さ
ん

山
崎

　尚
子
さ
ん

与
倉

　理
斗
さ
ん

吉
岡
美
智
栄
さ
ん

和
田

　照
子
さ
ん

懐
か
し
い
な
ぁ
ー
！

安
達
太
平
さ
ん

　　
松
江
生
協
70
周
年
（
道
中
）

す
ご
ろ
く
…
見
ま
し
た
。

　
西
津
田
へ
新
築
移
転
（
昭
和

61
年
）
と
あ
り
、
そ
の
当
時
工

事
に
関
わ
っ
た
事
が
あ
り
、
懐

か
し
く
思
い
出
し
ま
し
た
！

助
か
っ
た
よ
！井

上
喜
代
女
さ
ん

　　
今
回
の
雪
で
ほ
ぼ
家
に
籠
っ

て
い
ま
し
た
。

　
カ
イ
ロ
の
他
、
常
備
し
て
い

た
食
品
に
助
け
ら
れ
ま
し
た
。

つ
な
が
っ
て…

。井
上
明
美
さ
ん

　　
毎
月
第
４
水
曜
日
に
集
会
所

で
老
人
の
お
茶
会
（
13
人
位
）

を
開
い
て
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
で

開
催
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
、

今
年
は
ど
ん
な
年
に
な
る
の
か
。

早
く
終
息
し
て
、
安
心
し
て
、

皆
と
お
し
ゃ
べ
り
し
た
い
で
す
。

　
体
操
や
ゲ
ー
ム
、
年
に
1
回

は
お
で
か
け
と
楽
し
ん
で
ま
す
。

思
い
出
し
ま
す…
。

花
の
娘
さ
ん

　　
創
立
70
周
年
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
新
春
の
す
ご
ろ
く
に
沢
山
の

写
真
が
載
っ
て
ま
し
た
。

　
揖
屋
診
療
所
、今
は
な
く
な
っ

て
し
ま
い
、
な
つ
か
し
い
写
真

に
な
り
ま
し
た
。
私
の
母
が
こ

こ
の
道
を
通
る
た
び
に
「
こ
の

診
療
所
が
出
来
た
時
に
工
事
作

業
に
来
て
い
た
」
と
い
つ
も
な

つ
か
し
そ
う
に
当
時
の
話
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。
今
は
亡
き
母

と
語
る
事
も
出
来
ま
せ
ん
が
、

こ
の
写
真
を
見
て
ふ
と
思
い
出

し
ま
し
た
。

懐
か
し
き

米
田
直
樹
さ
ん

　　 

私
の
祖
母
は
、
30
年
前
に
西

津
田
の
生
協
リ
ハ
に
通
院
し
て

い
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
行
事
が

あ
る
ら
し
く
、
帰
り
の
車
の
中

で
う
れ
し
そ
う
に
話
し
て
い
ま

し
た
。
西
津
田
の
９
号
線
を
通

る
た
び
に
想
い
出
し
ま
す
。

解答欄
A B C D E F

クイズ正解者の中から
40人に図書カードをプレゼント
クイズ正解者の中から
40人に図書カードをプレゼント【1月号の解答】タカラブネ

二
重
ワ
ク
の
文
字
を
、

Ａ
〜
F
の
順
に
並
べ
て

で
き
る
言
葉
は
、な
に
？

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

今
月
の
お
た
よ
り
テ
ー
マ
①

　
　
　
　「
春
を
感
じ
る
時
」で
す
。 

自
由
投
稿

「
お
た
よ
り
ひ
ろ
ば
」

（
5
月
号
）の
募
集
テ
ー
マ
は

❶「
5
月
な
ら
で
は
の

　
　
お
薦
め
ス
ポ
ッ
ト
」

❷「
自
由
テ
ー
マ
」

で
す
。　
　

ど
ち
ら
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

「
お
た
よ
り
ひ
ろ
ば
」

（
5
月
号
）の
募
集
テ
ー
マ
は

❶「
5
月
な
ら
で
は
の

　
　
お
薦
め
ス
ポ
ッ
ト
」

❷「
自
由
テ
ー
マ
」

で
す
。　
　

ど
ち
ら
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

古
志
原
東
支
部
　
S
・
T
さ
ん

「
桜
の
季
節
に
」

雑
賀
支
部
　
山
根
巴
さ
ん

・生協のぞみ在宅支援センター（西津田）
・生協のぞみ訪問看護ステーション
・ふれあいデイサービス（西津田）
・ふれあいヘルパーステーション（西津田）
・せいきょう介護・福祉タクシー（西津田）

☎0852（55）8460
☎0852（25）8917
☎0852（31）8014
☎0852（26）7608
☎0852（20）2021

虹グループ

松江市佐草町456-1 ☎0852（24）1212

ふれあい診療所併設在宅介護サービス
※介護医療院を中心として、デイケア、デイサービス、
ヘルパーステーション、居宅支援室を併設しています。

せいきょう学園福祉センター

松江市学園2-7-16 ☎0852（27）4455

※デイサービス・ヘルパーステーション・在宅介護
支援センターを併設しています。

せいきょう幸町福祉センター

松江市幸町1571 ☎0852（28）1388

※せいきょう幸町デイサービス

生協東出雲診療所

松江市東出雲町揖屋1137-1 ☎0852（52）2264

※デイサービス・居宅介護支援事業所を併設しています。

〒690-8552  松江市西津田8-8-10
松江保健生協「強い体」おたよりひろば係 まで
FAX （0852）32-9371

しめきり 2023年3月31日

おたより、作品、クイズの宛先は
(季節のものを描かれる場合は、5月のイメージで。)

絵手紙やイラスト
俳句、川柳、
写真、手芸など

内容（この中から選べます）

（当日消印有効）

●住所、氏名、電話番号は必ずご記入下さい。
●匿名希望の方はその旨ご記入いただくか、

ペンネームをご記入下さい。尚、クイズの当
選者は氏名を掲載させていただきます。

●おたよりや作品が掲載された方には図書
カードをプレゼント！

●身近な出来事、地域やご家庭の話題、ご意見
ご感想など、「一言」をそえてご応募下さい。

　おたよりひろばに掲載させて頂くことがあ
ります。

●投稿は「強い体」に掲載の上、組合員活動や
運営に利用させていただきます。

　ご了承の上、投稿下さい。
●葉書またはFAXにて応募下さい。

おたより＆
　　作品募集

お名前には
フリガナを
つけて下さい

3月の青空健康チェック開催予定3月の青空健康チェック開催予定

3月のサロン開催予定3月のサロン開催予定

※コロナウイルス（県内）感染拡大状況によっては、サロンを中止する場合があります。
ご不明な点は、地域担当課（0852）27-3774までお問合せ下さい。
※コロナ感染予防のため、マスクの着用をお願いします。

血圧、体脂肪、筋肉量、
骨密度、足指力測定

血圧、体脂肪、筋肉量、足指力、握力測定
3/2（木）

10：00～11：00

3/20（月）
10：00～11：00

安来第一、安来第二
／JAグリーンはしま

法吉
／淞北台団地　ふれあい交流館

日　時 支　部／会　場 内　容

体操、脳トレ

コーヒー3/1（水）
10：30～14：00

3/13（月）
10：00～11：30

にっこりサロン（雑賀）
／にっこり文庫

脳トレ、健康マージャン3/23（木）
9：30～12：30

よらこいサロン（古志原西）
／一の谷集会所

はっぴぃサロン（古志原）
／松ヶ丘会館

大腸がんチェックと、
「とみちゃんときのちゃんの春が来た！」

3/14（火）
10：00～12：00

ななかまどサロン（忌部）
／忌部公民館

日　時 内　容名　称（支部）／会　場

1
　
桜
の
代
表
的
な
品
種

2
　
Ｗ
杯
。
三
笘
薫
選
手
ゴ
ー
ル

　
　
○
○
○
１
ミ
リ
の
奇
跡

3
　
穏
○
○
、
強
○
○

4
　
○
○
○
の
生
産
量
日
本
一
。

　
　
栃
木
県
は
○
○
○
王
国

5
　
雄
弁
は
銀
、○
○
○
○
は
金

7
　
大
人
気
の
○
○
○
○
作
家

9
　
○
○
の
若
い
花
茎
は

　
　
早
春
の
山
菜
で
す


　
河
川
敷
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

　
　
楽
し
む
○
○
○
○
○
○


　
国
民
、
厚
生
な
ど
が
あ
り
ま
す


　
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
の
障
害
物


　
質
量
の
単
位


　
ほ
ん
の
わ
ず
か
な
差


　
書
物
の
こ
と
で
す


　
走
り
高
跳
び
で

　
　
○
○
を
ク
リ
ア

1
　
あ
な
た
に
そ
っ
く
り
な
の
で
驚
い
た
。

　
　
他
人
の
○
○
○

3
　
虫
が
地
上
に
出
て
く
る
？

6
　「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」
の
サ
ツ
キ
の
妹

7
　
列
車
の
乗
車
券
代

8
　
物
の
値
段
が
上
が
る
こ
と


　
○
○
○
ず
し
、○
○
○
ご
飯


　
油
揚
げ
が
好
物
だ
と
か


　
○
○
の
根
を
分
け
て
探
す


　
隣
の
○
○
生
は
青
い


　
こ
っ
け
い
な
寸
劇


　
気
楽
な
こ
と


　
金
太
郎
は
平
安
時
代
の
武
士
・

　
　
坂
田
○
○
○
○
の
幼
名


　
閉
店
。

　
　
今
日
は
○
○
○
○
で
す


　
○
○
力
、○
○
張


　
沖
縄
の
守
り
神
と
い
え
ば


　
彼
は
手
先
が
○
○
○
で
す

すこしおレシピすこしおレシピ2022年度 コン ストコン スト

夏野菜のからし和え
作り方・ポイント

材料（4人分）
・モロヘイヤ1袋
………………100g
・つるむらさき1袋
………………200g
・オクラ１袋…100g

2022年度の「すこしおレシ
ピ」コンテストに応募された
レシピは左の二次元コード
でも読み取れます。

・からし…小さじ1/2
・めんつゆ（3倍濃縮）
………………大さじ2
・すりゴマ………少々

❶つるむらさきはお湯で1分茹でた後、水にさらし約5㎝の長
さに切り水気を絞る。
❷オクラはガクのみをぐるりと裂くようにします。この下処理を
丁寧におこなう事でオクラの魅力のあるネバネバとした部
分を流れないようにする事ができます。その後、塩を擦り付
けるように表面に馴染ませることで、自然と産毛を取ること
が出来ます。茹で時間の目安は1分半くらいで茹でたオクラ
は、お湯の中からとりだしたらすぐに冷水の中に入れて冷
やし、水気を切る。
❸モロヘイヤはビタミンAをはじめB2・C・E・K・カリウム・銅と
いったビタミン類やミネラル類を多く含みますので茹で過
ぎないようにします。またゆで汁にビタミンが出ていますの
で絞らずそのまま使用しますので水は少なめに加減して茹
でて下さい。
❹❸の鍋に❶と❷をいれAのタレで味付け（からしをめんつ
ゆで溶き）ゴマをふる。

組合員さんが考案された

　特別賞作品の紹介

テ

塩分
（1人分）
塩分
（1人分）

0.9g0.9g

（タレ）

AA

テ
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お
た
よ
り

ひ
ろ
ば

楽
し
み
に…

。曽
田
正
子
さ
ん

　　
晴
天
の
新
年
を
迎
え
、
裏
庭

の
紅
梅
が
蕾
を
い
っ
ぱ
い
付
け

て
咲
く
準
備
を
し
て
い
ま
す
。

い
ち
ご
に
癒
さ
れ
て
♥

右
を
見
て
、
左
を
見
て
さ
ん

見
つ
け
た
!!

海
賀
絹
子
さ
ん

　　
春
を
感
じ
る
時
、
そ
れ
は
〝
つ

く
し
〞
と
か
〝
ふ
き
の
と
う
〞
を

見
つ
け
た
時
。

今
年
は
ど
ん
な
年
に
？

北
川
栄
子
さ
ん

　　
毎
月
「
強
い
体
」
届
け
て
下
さ

り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
新
年
号
は
と
て
も
カ
ラ
フ
ル

で
鮮
や
か
に…

。

　
心
も
明
る
く
な
る
様
で
し
た
。

今
年
は
ど
ん
な
年
に
な
る
で

し
ょ
う
か
ね
。
穏
や
か
に
な
っ

て
欲
し
い
で
す
。

「
き
く
」と
い
う
こ
と
ば
。

安
部
範
子
さ
ん

　　「
き
く
」
に
つ
い
て
書
か
れ
た

記
事
を
読
み
ま
し
た
。〝「
聴
く
」

は
「
聞
く
」
と
一
つ
に
な
っ
て
全

う
さ
れ
る
〞
と
あ
り
ま
し
た
。

い
つ
も
「
き
く
」
姿
勢
を
忘
れ

ず
に
い
た
い
も
の
で
す
。

作
っ
て
み
ま
ー
す
♪

山
田
勝
志
さ
ん

　　
す
こ
し
お
レ
シ
ピ
コ
ン
テ
ス

ト
の
野
菜
と
ツ
ナ
の
サ
ラ
ダ
と

て
も
お
い
し
そ
う
で
、
一
度
試

し
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

早
く
元
気
に…

。
小
笹
真
知
子
さ
ん

　　
毎
月
楽
し
く
見
さ
せ
て
も

ら
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
こ
そ
コ
ロ
ナ
が
収
束
し

て
、
い
ろ
い
ろ
な
所
へ
旅
行
に

い
っ
て
み
た
い
で
す
。

ち
ょ
っ
と
ド
キ
ド
キ

元
上
祐
子
さ
ん

　　
年
1
回
の
人
間
ド
ッ
ク
を
続

け
て
い
ま
す
。
ド
ッ
ク
が
近
づ

く
と
、
ち
ょ
っ
と
ド
キ
ド
キ
し

ま
す
が
、
毎
年
ド
ッ
ク
後
は
満

足
感
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
先
も

健
康
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
続

け
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

宍
道
湖
の
夕
日須

山
幸
子
さ
ん

　　
お
た
よ
り
ひ
ろ
ば
に
宍
道
湖

の
夕
日
の
素
晴
ら
し
さ
に
感
動

し
た
と
あ
り
、
松
江
に
住
む
私

達
は
毎
日
違
う
夕
日
が
拝
め
て

と
て
も
幸
せ
で
す
。

登
り
た
い
！

中
脇
欽
治
さ
ん

　　
今
年
こ
そ
「
富
士
山
」
登
山
!!

　
こ
こ
毎
年
思
っ
て
は
い
る
の

で
す
が
…
。

●
1
月
号
の
正
解
と
当
選
者
（
40
名
・
50
音
順
）

　正
解
は
「
タ
カ
ラ
ブ
ネ
」 

　図
書
カ
ー
ド
は
毎
月
　
日
以
降
に
発
送
し
ま
す
。

10

243名の方から回答を寄せていただきました。（正解率99％）

吾
郷

　
　貢
さ
ん

安
達

　文
子
さ
ん

安
部

　純
一
さ
ん

家
塚

　豊
美
さ
ん

石
橋

　美
希
さ
ん

大
西
志
都
子
さ
ん

狩
野

　和
子
さ
ん

狩
野

　茂
夫
さ
ん

桑
原

　千
秋
さ
ん

小
林

　優
子
さ
ん

近
藤

　尚
子
さ
ん

坂
根

　泰
明
さ
ん

坂
本

　尚
美
さ
ん

佐
々
木
紋
子
さ
ん

島
津

　優
子
さ
ん

高
井

　昭
二
さ
ん

竹
下

　君
子
さ
ん

武
田

　幸
子
さ
ん

田
中

　文
栄
さ
ん

田
原

　文
子
さ
ん

豊
川

　利
子
さ
ん

難
波

　節
子
さ
ん

新
田

　英
夫
さ
ん

二
宮

　
　隆
さ
ん

二
宮

　泰
子
さ
ん

根
本

　順
子
さ
ん

林

　
　真
弓
さ
ん

原

　ミ
サ
子
さ
ん

引
野
喜
久
代
さ
ん

平
井

　芳
樹
さ
ん

前
田

　保
子
さ
ん

松
本
江
津
子
さ
ん

三
島

　京
子
さ
ん

三
代

　建
夫
さ
ん

柳
瀬

　武
子
さ
ん

矢
野

　博
子
さ
ん

山
崎

　尚
子
さ
ん

与
倉

　理
斗
さ
ん

吉
岡
美
智
栄
さ
ん

和
田

　照
子
さ
ん

懐
か
し
い
な
ぁ
ー
！

安
達
太
平
さ
ん

　　
松
江
生
協
70
周
年
（
道
中
）

す
ご
ろ
く
…
見
ま
し
た
。

　
西
津
田
へ
新
築
移
転
（
昭
和

61
年
）
と
あ
り
、
そ
の
当
時
工

事
に
関
わ
っ
た
事
が
あ
り
、
懐

か
し
く
思
い
出
し
ま
し
た
！

助
か
っ
た
よ
！井

上
喜
代
女
さ
ん

　　
今
回
の
雪
で
ほ
ぼ
家
に
籠
っ

て
い
ま
し
た
。

　
カ
イ
ロ
の
他
、
常
備
し
て
い

た
食
品
に
助
け
ら
れ
ま
し
た
。

つ
な
が
っ
て…

。井
上
明
美
さ
ん

　　
毎
月
第
４
水
曜
日
に
集
会
所

で
老
人
の
お
茶
会
（
13
人
位
）

を
開
い
て
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
で

開
催
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
、

今
年
は
ど
ん
な
年
に
な
る
の
か
。

早
く
終
息
し
て
、
安
心
し
て
、

皆
と
お
し
ゃ
べ
り
し
た
い
で
す
。

　
体
操
や
ゲ
ー
ム
、
年
に
1
回

は
お
で
か
け
と
楽
し
ん
で
ま
す
。

思
い
出
し
ま
す…

。
花
の
娘
さ
ん

　　
創
立
70
周
年
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
新
春
の
す
ご
ろ
く
に
沢
山
の

写
真
が
載
っ
て
ま
し
た
。

　
揖
屋
診
療
所
、今
は
な
く
な
っ

て
し
ま
い
、
な
つ
か
し
い
写
真

に
な
り
ま
し
た
。
私
の
母
が
こ

こ
の
道
を
通
る
た
び
に
「
こ
の

診
療
所
が
出
来
た
時
に
工
事
作

業
に
来
て
い
た
」
と
い
つ
も
な

つ
か
し
そ
う
に
当
時
の
話
を
し

て
く
れ
ま
し
た
。
今
は
亡
き
母

と
語
る
事
も
出
来
ま
せ
ん
が
、

こ
の
写
真
を
見
て
ふ
と
思
い
出

し
ま
し
た
。

懐
か
し
き

米
田
直
樹
さ
ん

　　 

私
の
祖
母
は
、
30
年
前
に
西

津
田
の
生
協
リ
ハ
に
通
院
し
て

い
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な
行
事
が

あ
る
ら
し
く
、
帰
り
の
車
の
中

で
う
れ
し
そ
う
に
話
し
て
い
ま

し
た
。
西
津
田
の
９
号
線
を
通

る
た
び
に
想
い
出
し
ま
す
。

解答欄
A B C D E F

クイズ正解者の中から
40人に図書カードをプレゼント
クイズ正解者の中から
40人に図書カードをプレゼント【1月号の解答】タカラブネ

二
重
ワ
ク
の
文
字
を
、

Ａ
〜
F
の
順
に
並
べ
て

で
き
る
言
葉
は
、な
に
？

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

今
月
の
お
た
よ
り
テ
ー
マ
①

　
　
　
　「
春
を
感
じ
る
時
」で
す
。 

自
由
投
稿

「
お
た
よ
り
ひ
ろ
ば
」

（
5
月
号
）の
募
集
テ
ー
マ
は

❶「
5
月
な
ら
で
は
の

　
　
お
薦
め
ス
ポ
ッ
ト
」

❷「
自
由
テ
ー
マ
」

で
す
。　
　

ど
ち
ら
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

「
お
た
よ
り
ひ
ろ
ば
」

（
5
月
号
）の
募
集
テ
ー
マ
は

❶「
5
月
な
ら
で
は
の

　
　
お
薦
め
ス
ポ
ッ
ト
」

❷「
自
由
テ
ー
マ
」

で
す
。　
　

ど
ち
ら
で
も
応
募
で
き
ま
す
。

古
志
原
東
支
部
　
S
・
T
さ
ん

「
桜
の
季
節
に
」

雑
賀
支
部
　
山
根
巴
さ
ん

・生協のぞみ在宅支援センター（西津田）
・生協のぞみ訪問看護ステーション
・ふれあいデイサービス（西津田）
・ふれあいヘルパーステーション（西津田）
・せいきょう介護・福祉タクシー（西津田）

☎0852（55）8460
☎0852（25）8917
☎0852（31）8014
☎0852（26）7608
☎0852（20）2021

虹グループ

松江市佐草町456-1 ☎0852（24）1212

ふれあい診療所併設在宅介護サービス
※介護医療院を中心として、デイケア、デイサービス、
ヘルパーステーション、居宅支援室を併設しています。

せいきょう学園福祉センター

松江市学園2-7-16 ☎0852（27）4455

※デイサービス・ヘルパーステーション・在宅介護
支援センターを併設しています。

せいきょう幸町福祉センター

松江市幸町1571 ☎0852（28）1388

※せいきょう幸町デイサービス

生協東出雲診療所

松江市東出雲町揖屋1137-1 ☎0852（52）2264

※デイサービス・居宅介護支援事業所を併設しています。

〒690-8552  松江市西津田8-8-10
松江保健生協「強い体」おたよりひろば係 まで
FAX （0852）32-9371

しめきり 2023年3月31日

おたより、作品、クイズの宛先は
(季節のものを描かれる場合は、5月のイメージで。)

絵手紙やイラスト
俳句、川柳、
写真、手芸など

内容（この中から選べます）

（当日消印有効）

●住所、氏名、電話番号は必ずご記入下さい。
●匿名希望の方はその旨ご記入いただくか、

ペンネームをご記入下さい。尚、クイズの当
選者は氏名を掲載させていただきます。

●おたよりや作品が掲載された方には図書
カードをプレゼント！

●身近な出来事、地域やご家庭の話題、ご意見
ご感想など、「一言」をそえてご応募下さい。

　おたよりひろばに掲載させて頂くことがあ
ります。

●投稿は「強い体」に掲載の上、組合員活動や
運営に利用させていただきます。

　ご了承の上、投稿下さい。
●葉書またはFAXにて応募下さい。

おたより＆
　　作品募集

お名前には
フリガナを
つけて下さい

3月の青空健康チェック開催予定3月の青空健康チェック開催予定

3月のサロン開催予定3月のサロン開催予定

※コロナウイルス（県内）感染拡大状況によっては、サロンを中止する場合があります。
ご不明な点は、地域担当課（0852）27-3774までお問合せ下さい。
※コロナ感染予防のため、マスクの着用をお願いします。

血圧、体脂肪、筋肉量、
骨密度、足指力測定

血圧、体脂肪、筋肉量、足指力、握力測定
3/2（木）

10：00～11：00

3/20（月）
10：00～11：00

安来第一、安来第二
／JAグリーンはしま

法吉
／淞北台団地　ふれあい交流館

日　時 支　部／会　場 内　容

体操、脳トレ

コーヒー3/1（水）
10：30～14：00

3/13（月）
10：00～11：30

にっこりサロン（雑賀）
／にっこり文庫

脳トレ、健康マージャン3/23（木）
9：30～12：30

よらこいサロン（古志原西）
／一の谷集会所

はっぴぃサロン（古志原）
／松ヶ丘会館

大腸がんチェックと、
「とみちゃんときのちゃんの春が来た！」

3/14（火）
10：00～12：00

ななかまどサロン（忌部）
／忌部公民館

日　時 内　容名　称（支部）／会　場
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すこしおレシピすこしおレシピ2022年度 コン ストコン スト

夏野菜のからし和え
作り方・ポイント

材料（4人分）
・モロヘイヤ1袋
………………100g
・つるむらさき1袋
………………200g
・オクラ１袋…100g

2022年度の「すこしおレシ
ピ」コンテストに応募された
レシピは左の二次元コード
でも読み取れます。

・からし…小さじ1/2
・めんつゆ（3倍濃縮）
………………大さじ2
・すりゴマ………少々

❶つるむらさきはお湯で1分茹でた後、水にさらし約5㎝の長
さに切り水気を絞る。
❷オクラはガクのみをぐるりと裂くようにします。この下処理を
丁寧におこなう事でオクラの魅力のあるネバネバとした部
分を流れないようにする事ができます。その後、塩を擦り付
けるように表面に馴染ませることで、自然と産毛を取ること
が出来ます。茹で時間の目安は1分半くらいで茹でたオクラ
は、お湯の中からとりだしたらすぐに冷水の中に入れて冷
やし、水気を切る。
❸モロヘイヤはビタミンAをはじめB2・C・E・K・カリウム・銅と
いったビタミン類やミネラル類を多く含みますので茹で過
ぎないようにします。またゆで汁にビタミンが出ていますの
で絞らずそのまま使用しますので水は少なめに加減して茹
でて下さい。
❹❸の鍋に❶と❷をいれAのタレで味付け（からしをめんつ
ゆで溶き）ゴマをふる。

組合員さんが考案された

　特別賞作品の紹介

テ

塩分
（1人分）
塩分
（1人分）

0.9g0.9g

（タレ）

AA

テ
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スマートフォン用サイトはこちらから→
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月号
組合員………………………33,353人
出資金高……… 1,667,753,100円
平均出資金額………………50,003円
機関紙手配り協力員数…… 1,893人
手配り配布数………………12,458部

（1月末日現在）
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3

新型コロナウイルス感染症に対する院内感染予防強化のため、
受診の際には患者さま（付き添いの方も含め）各自お家での検温と
問診票記入をお願いしております。また、マスクの着用にご協力く
ださい。お手数をおかけいたしますが、ご理解とご協力をいただき
ますようお願いいたします。

2 0 2 3年3月

松江市西津田8-8-8

※ 救急指定病院です。
　 急患の方は、お申し出ください。24時間体制です。

※ 健診は予約制で行っています。予約は電話でできます。
　 予約時間は、午前10：00～12：00、午後1：00～4：00。
※ 土曜日は第2、4の午前のみ行っています。
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○
○

金
○
○

土
○午　前

午　後

松江市西津田7-14-21 ふれあい健康センター2階

○診療／15：00～　○受付／14：30～16：30

耳 鼻 科 仙 田 仙 田
月 金

専 門 外 来
大 腸 肛 門
ス ト ー マ
血 管

曜　日
月

第２水・第４水
水

受 付 時 間
8：00～11：00

完全予約制
8：00～11：00

（ふれあい診療所3階）

○診療／9：00～ ○受付 予　約／8：00～12：00（水曜は　～11：30）
予約外／8：00～11：00（水曜は　～10：30）

戸 田 戸 田 戸 田 戸 田 大学医師 戸 田
月 火 水 木 金 土

戸 田 戸 田 河 野 大学医師

○診療／14：00～（木曜日除く）　13：00（木曜日）

○受付 予　約／13：30～15：30
予約外／13：30～15：00（木曜日除く）　13：00～14：30（木曜日）

月 火 水 木 金

○受付／16：30～18：00○診療／17：00～戸 田
火

火　曜　日 内　　科脳神経内科 整形外科

内 科
循  環  器
不  整  脈

濵　　田 眞　　木 カ黒 谷

脳 神 経 内 科 大 田 誠

鈴木・越田

月 火 水 木

大　　西
池田（第1・3・5）、

（松江医療センター）

消 化 器

呼 吸 器

メンタルヘルス科 富　　 澤

金

腎・透 析 科 大 学

眞木高（第3）

○受付　予　約／8：00～12：00
　　　　予約外／8：00～11：00

○診療／9：00～

火月 水 木 金 土

午前
午後
夜間

9：00～12：30（月～土）
14：00～16：30（月～金）
17：00～19：00（月・火）

松江市西津田7-14-21 ふれあい健康センター1階

※ 予約診療を行っています。予約は電話でもできます。
※ 痛みがひどいときは、電話でご相談ください。
※ 土曜日診療は第2、4、5土曜日の午前のみ行っています。
※ 矯正は第3月曜日で完全予約制です。

※ 月曜日の夕方診療は16：00～17：30です。
※ 第1、3、5土曜日は休診です。
※ デイサービス・居宅介護支援事業所を併設しています。

予 約 時 間

松江市西津田7-14-21　ふれあい健康センター1～3階

フリーダイヤル

平日

第2・4土曜日

8：00～17：00

8：00～12：00

ふ れ あ い み れ よ

※健診の予約は健診センターへ。

東出雲町揖屋1137-1

受付時間

8：30～12：00

月 火 水 木 金

濵　田　 吉岡（整形）
（第2・4）

仲　田
（第1・3）

濵　田
（第2・4）濵　田　 千　代

土

※脳神経内科：新患対応が可能な日は、火曜日、木曜日のみとなります。
ご了承ください。

※メンタルヘルス科に初めて受診を希望される方は、予約専用電話にお問い
合わせ下さい。

※火曜日、木曜日整形の受付は10時まで。

福 田 角 田

大 野
数 森

眞 木 高

眞 木 薫

内 田
佐 藤
山 本

仙 田

塩 野

宮 廻

髙 濱
吉 岡
嘉 本

大 西

交 代 制

仙 田

第2 鈴木・宮廻

第4 越田・鈴木
山下

塩 野

眞 木 薫 眞 木 薫
仲 田

大 西

吉 岡
榎田（大学）

福 田

山 下

宮 廻

内 田
　 橘 　
横 山

大 田 誠 大 田 誠
大田誠

仙 田

池 原

髙 濱
二 宮
嘉 本

眞 木 高
山 下

松 本

大 西

眞 木 薫

交 代 制

美 津 島

仙 田

大学医師

田 中

富 澤

鈴 木

池 原

※受付10時まで

（第1・3）
（再診のみ）

※受付10時まで

※受付10時まで ※受付10時まで
（第2）

（奇数月）

（第2のみ）

髙 濱
二 宮

大 野

大 西 角 田

越 田
山 下

鈴 木
（第 1・3）

柴 田

眞 木 薫

交 代 制

塩 野

大学医師
仙 田

大学医師

平
仲 田

佐 藤
山 本
横 山

二 宮
嘉 本

数 森

宮 廻

塩 野

美 津 島

仙 田

大学医師

（第2のみ）

中 村

内科

腎・透析科

メンタルヘルス科

放 射 線 科

脳 神 経 内 科 （再診のみ）

（宮廻は奇数月のみ）

新患

新患

新患

消化器
内科

循環器
内科

整 形 外 科

外 科

脳 神 経 外 科

耳 鼻 咽 喉 科

泌 尿 器 科

皮 ふ 科

眼 科

予約

予約

予約

《診療予約専用電話》

完全予約制

完全予約制

完全予約制

完全予約制

完全予約制

受診時の
お願い

都合により、診療体制の変更もありますのでご了承ください。

・電話や来院による診療科の予約ができます。新患の方は、ご相談ください。
・予約済の方は、診療所1階の再来受付機で受付してから各科にお回りください。
・来院時には「プラスチックの診察券」をお持ちの方はご持参ください。
・初診時、又は月に一度は必ず「保険証」をお持ちください。
・お問い合わせは☎0852（23）1111までご連絡下さい。
・ホームページ httpｓ://www.matsue-seikyo.jp/　スマートフォン用サイトはこちらから↑

第1・第3・第5土曜日は、休診です。

だ ん だ ん
お疲れさまでした

が参加！が参加！1万1154人1万1154人
健康チャレンジから12の班が誕生し、14の班が活動を再開！

2022年度

健康チャレンジ

2022年度

健康チャレンジ

きっずチャレンジからきっずチャレンジから
「洗たくものをたたむ」　●11さい　男の子
タオルだけじゃなくて、洋服までたためるようになった
ので、全部の服もたためるようになりたいです。

「あいうべ体操、片足立ちを続ける」
今回はかなり頑張りました！食べ物をよく噛む習慣はか
なり意識しました。あいうべ体操も、片足立ちも今後継
続して頑張ろうと思っています。

「断酒にチャレンジ」
夜になると習慣で飲みたくなりました。初
めの４、５日は欲しかったけど、これも習慣
になったら、さほど欲しくもなく、２ヶ月頑
張れました。その結果、夜中熟睡して、トイ
レにも行かなくなりました。

ほとんどの洗濯物を頼まなくてもやってくれるようにな
り、家族も多く、洗濯物の量も多いのでとても助かりま
した。

給食や家で食べたことがある食材の野菜がこんな形
してたのか？この色だったの？とおどろいていました。
買ってきたものをあまり見る機会がないので、また見
せてあげたいと思いました。収穫時期や産地のクイズ
などして楽しみました。

「やさいをしらべる」　●８さい　女の子
９月のきゅうしょくで出るやさいをしらべました。３～
５群で色分けして、たくさんの食材がでることが分か
りました。

　今回で17回目となる「健康チャレンジ」は、今年も
１万人を超える参加者となりました。コロナ禍の中、
人と人とのつながりが重要である事に気付かされまし
た。
　「きっずチャレンジ」も112団体、過去最高の参加と
なりました。学校の方から進んで参加して下さったり、
依頼を心よく受けて下さるなど広がりが見られまし
た。子ども達からお家の方への発信もあり家族での参
加が増え、子育て応援ツールとして定着してきていま
す。
　「仲間でチャレンジ」は843グループ!これも過去
最高の参加者となりました。このチャレンジを通して
12の新班とお休みをしていた14班が復活しました。
　コロナ禍の中ですが、チャレンジがきっかけでつな
がった班や支部活動などが益々活発になり、皆さんの
楽しい集いや笑顔がもどってくることを願っています。

健康チャレンジ実行委員長　出雲明美

おうちの方より
おうちの方より

大人のチャレンジから大人のチャレンジから当日は検温、マスク着用で
ご参加下さい。
体調が悪い場合はご遠慮下さい。
新型コロナウイルス感染拡大により
中止する場合もあります。

日　時 4月10日（月）
13:30～15:00

場　所 松江テルサ
1Fテルサホール

内　容 支部表彰 他

2022年度
組合員活動交流会の

ご案内

2022年度
組合員活動交流会の

ご案内

仲間チャレンジをきっかけに新しくできた班12班
活動を再開した復活班14班

2022年度

参加グループ数

参加人数（人）

きっず参加者数（人）

家族参加者数（人）

配布団体数

参加総数（人）

仲間で
チャレンジ

きっず
チャレンジ

2021年度

11,154

843

3,178

3,476

2,844

112

10,663

756

2,900

3,326

2,512

105

参加者の感想

支部のみんなが班会再開を後押し！ やっぱり班会はいいもんだ～♪

みんなでやりたいことを出しあっています！！

八束支部　きもっ玉班八束支部　きもっ玉班 法吉支部　きずな班法吉支部　きずな班

雑賀支部　ひまわり班雑賀支部　ひまわり班


